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第 1節 陸の交通

下
北
の
絵
図
に
描
か
れ
た
村
落
の
様
子
を
見
て
い
く
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
下
北
の
地

形
的
特
色
か
ら
、
内
陸
は
一
帯
の
山
地
で
海
岸
近
く
ま
で
迫
り
、
海
岸
沿
い
に
集
落
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
。
そ

れ
ら
の
村
落
が
海
岸
線
を
走
る
一
本
の
道
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
道
の
終
わ
り
の
さ
ら
に
先
に
集
落
が
あ
る
と
い
う
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

か
つ
て
の
下
北
は
、
坂
と
海
岸
歩
行
を
伴
う
、
き
わ
め
て
険
し
く
困
難
な
道
筋
で
あ
っ
た
。
海
路
を
主
な
交
通
手
段
と
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
佐
井
ー
牛
滝
間
な
ど
は
、
古
い
絵
図
に
は
道
さ
え
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
車
で
付
近
を
走
行
し
て
み
て
も
、
往

時
の
難
所
ぶ
り
が
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
『
南
部
領
北
郡
浜
方
村
村
道
筋
書
付
』
（
盛
岡
市
中

央
公
民
館
蔵
）
に
は
、
そ
の
道
筋
の
難
所
ぶ
り
が
大
意
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
難
所
は
与
次
右
衛
門
坂
、
細
間
坂
、
押
付
坂
ま
た
は
尻
喰
坂
と
も
い
い
、
至
っ
て
急
坂
で
あ
る
。
一
方
で
は
浜
辺
へ
下

り
る
と
、
こ
こ
も
岩
石
道
ば
か
り
で
き
わ
め
て
難
所
で
あ
り
、
海
も
荒
ら
く
岩
根
が
多
く
、
七
曲
が
り
ほ
ど
の
坂
を
登
り
、
あ

る
い
は
下
り
女
岩
・
男
岩
な
ど
と
い
う
大
岩
が
十
丈
余
り
も
高
く
海
へ
突
き
出
し
、
こ
れ
ら
の
間
の
砂
浜
や
砂
利
浜
、
岩
石
道

一
本
道
で
結

ば
れ
た
村
落

第
一

北
通
の
村
落
と
道
路
事
情

節

陸
の
交
通
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第 6章 交通・通信

〇
牛
滝
ヨ
リ
西
通
田
名
部
マ
デ
十
五
里
余
り

0

田
名
部
ヨ
リ
牛
滝
マ
デ
十
九
里
七
丁
三
十
八
間

使
い
方
を
し
て
い
る
。

）
う
し
た
使
い
方
に
対
し
、
嘉
永
七
年
(
-
八
五
四
）

の

『
南
部
盛
岡
藩
領
内
絵
図
』
（
以
下
『
嘉
永
絵
図
』
）

で
は
次
の
よ
う
な

の
六
村
が
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
通

写真6-I 南部領北郡浜方村村道筋書付

井
ま
で
牛
馬
の
通
行
も
不
可
能
で
あ
る
。

同
史
料
に
佐
井
ー
下
風
呂
間
を
「
荷
を
負
っ
た
牛
馬
は
通
行
不
可
能
」
と
あ

に
し
て
も
現
代
で
は
考
え
も
つ
か
な
い
悪
路
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

盛
岡
藩
領
の
行
政
組
織
で
あ
る
「
通
」
制
に
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
田

名
部
通
に
つ
い
て
は
盛
岡
滞
家
老
席
日
誌
「
雑
書
」
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

の
条
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

（
同
上
）
・
大
間
村
（
同
郡
大
間
町
）
・
奥
戸
村
（
同
上
）
•
佐
井
村
（
同
郡
佐
井
村
）

あ
り
、
近
世
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
「
北
通
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

り

）
っ
ち
の
方
は
荷
を
負
わ
な
い
牛
馬
な
ら
歩
行
で
き
た
ら
し
い
。

い
ず
れ

な
ど
、
足
の
踏
み
場
を
見
つ
け
な
が
ら
歩
行
す
る

（
略
）
。
牛
滝
よ
り
佐

田
名
部
通
は
さ
ら
に
田
名
部
（
む
つ
市
）
を
基
準

と
し
て
北
通
・
西
通
・
東
通
に
分
か
れ
て
い
る
。
同
年
の
『
田
名
部
よ
り
上
申

松
前
絵
図
』
（
公
民
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
こ
の
村
々
は
田
名
部
の
う
ち
北
浦
通
」

と
し
て
大
畑
村
（
下
北
郡
大
畑
町
）
・
異
国
間
村
（
同
郡
風
間
浦
村
）
・
蛇
浦
村

は
盛
岡
藩
が
準
公
的
に
用
い
た
行
政
区
画
と
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
北
通
と
は
お
そ
ら
く
「
北
浦
通
」

の
略
称
で
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第 1節 陸の交通

田
名
部
か
ら
大

間
経
由
牛
滝
村

①
 

こ
の
絵
図
の
中
で
さ
ら
に
「
田
名
部
ヨ
リ
西
廻
牛
滝
マ
デ
十
五
里
余
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

田
名
部
か
ら
牛
滝
（
下
北
郡
佐
井
村
）
ま
で
は
北
通
・
西
通
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
西
通
が
「
西
廻
」
と
同
じ
意
味
で
書
か
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
使
い
方
を
拡
大
す
れ
ば
、
「
北
廻
」
「
東
廻
」
と
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
北
浦
を
通
っ
て
牛
滝
に
通
じ

る
道
の
「
北
通
」

で
あ
り
、
西
浦
を
通
っ
て
牛
滝
に
通
じ
る
道
の
「
西
通
」
の
使
い
方
で
あ
る
。

行
政
区
域
と
し
て
設
け
ら
れ
た
「
通
」
が
細
分
化
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
小
区
域
に
も
「
通
」
名
を
使
用
す
る
こ
と
が
盛
岡
藩
に
お

い
て
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
北
通
も
こ
れ
と
同
様
に
、
田
名
部
通
の
北
西
海
岸
の
村
落
を
指
す
区
域
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
地
形
的
特
色
か
ら
こ
れ
ら
の
村
落
を
結
ぶ
道
の
こ
と
も
同
時
に
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
通
・
東
通
も
同
様
で
あ
る
。

た

な

ぶ

め

ぐ

り

北
・
西
・
東
の
位
罹
関
係
は
『
田
名
部
免
具
里
』
（
発
行
年
不
詳
、
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）

「
東
通
道
」

ら
大
畑
方
面
に
向
か
う
道
を
指
し
て
「
北
通
道
」
の
記
載
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
田
名
部
通
の
政
治
や
経
済
の
中
心
地
だ
っ
た
田
名
部

を
基
準
と
し
て
、
道
の
名
称
と
と
も
に
「
北
通
」
に
含
ま
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
略
図
に
は
田
名
部
か
ら
白
糠
方
面
に
向
か
う

こ
の
点
を
裏
づ
け
て
い
る
。

そ
こ
で
、

の
記
載
も
あ
り
、

田
名
部
か
ら
北
浦
沿
い
に
あ
る
北
通
の
村
落
を
経
由
し
て
牛
滝
村
に
至
る
ま
で
の
街
道
名
を
「
北
通
道
」
と
す
る
の
が

妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
「
北
通
道
」

『
嘉
永
絵
図
』

の
道
筋
が
確
認
で
き
る
絵
図
と
し
て
次
の
四
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

田
名
部
ー
栗
山
ー
女
館
ー
樺
山
I

関
根
ー
出
戸
ー
川
代
ー
烏
沢
ー
正
津
川
｛
口
幻
灯

□「
二
枚
橋
ー
木
野
部
ー
赤
川
ー
下
風
呂
ー

0
白
糠
ヨ
リ
東
通
田
名
部
マ
デ
十
五
里
三
丁
―
―
十
二
間

0

田
名
部
ヨ
リ
白
糠
マ
デ
七
里
一
二
十
五
丁
三
十
九
間

の
田
名
部
略
図
の
中
に

田
名
部
か

つ
ま
り
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桑
畑
ー
異
国
間
ー
蛇
浦
~
奥
戸
ー
材
木
ー
原
田
ー
佐
井
ー
矢
越
ー
磯
谷
ー
長
後
ー
福
浦
ー
牛
滝

『
御
分
国
海
辺
全
図
』

出
戸
ー
正
津
川
村
~
大
畑
村
ー
ニ
枚
橋
ー
釣
屋
浜
ー
木
部
村
ー
下
風
呂
村
ー
異
国
間
村
ー
蛇
浦
ー
大
間
村
ー
奥
戸
村
ー

赤
石
ー
材
木
ー
古
佐
井
村
ー
大
佐
井
ー
矢
越
ー
磯
谷
ー
長
後
村
ー
福
浦
ー
牛
滝
村

『
陸
奥
国
盛
岡
領
海
岸
絵
図
面
』

出
戸
村
ー
河
代
村
ー
烏
沢
村
ー
正
津
川
村
ー
大
畑
村
ー
ニ
枚
橋
村
ー
木
ノ
部
村
ー
赤
川
村
ー
下
風
呂
村
ー
桑
畑
村
ー
異
国
間
村

ー
蛇
浦
村
ー
大
間
村
ー
奥
戸
村
ー
材
木
村
ー
原
田
村
ー
佐
井
村
ー
矢
越
村
ー
磯
屋
村
ー
長
後
村
ー
福
浦
村
ー
牛
滝
村

『
北
奥
路
程
記
』
『
北
奥
道
中
図
』

牛
滝
ー
福
浦
ー
長
後
ー
磯
屋
ー
矢
越
ー
大
佐
井
ー
小
佐
井
ー
新
田
ー
原
田
ー
材
木
ー
奥
戸
ー
大
澗
ー
蛇
浦
ー
易
国
間
ー
桑
畑
—

孫
次
郎
澗
ー
北
浜
海
道

大

畑

正

津

川

烏

沢

ー

川

代

ー

出

戸

ー

関

根

ー

椛

山

ー

女

館

1

下
風
呂
ー
赤
川
ー
木
ノ
部
ー
釣
屋
浜
ー
ニ
枚
橋
~

大
間
村
に
つ
い
て
は
、

こ
の
道
筋
を
見
て
い
く
と
、
湊
と
大
間
の
二
点
に
本
道
か
脇
道
な
の
か
と
い
う
間
題
が
残
る
が
、
こ
こ
で
は
湊
を
省
略
す
る
。

い
ず
れ
の
絵
図
や
道
中
図
類
を
見
て
も
大
間
村
を
通
過
し
、
蛇
浦
ー
大
間
ー
奥
戸
が
本
来
の
道
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
蛇
浦
か
ら
山
を
越
え
て
直
接
奥
戸
へ
抜
け
る
道
も
近
年
ま
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
お
り
、
単
に
脇
道
と
し
て
片

付
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
奥
戸
村
が
近
世
を
通
じ
て
、
そ
の
村
落
の
規
模
や
港
の
機
能
に
関
し
常
に
大
間
村
を
し
の
い
で
い
た
点

『
東
奥
沿
海
日
誌
』
は
、
道
筋
の
分
岐
点
と
合
流
点
を
大
略
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

蛇
浦
か
ら
大
間
ま
で
は
一
里
二
八
丁
あ
り
、

も
そ
の
背
景
に
あ
る
。

田
名
部
町

④
 

③
 

②
 

そ
の
間
は
海
岸
道
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
山
へ
登
り
大
間
の
牧
の
内
を
通
る
。
牧
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イ
チ
ヅ
カ
の
坂

大
間
か
ら
材
木

ま

で

の

道

筋

）
の
辺
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
名
残
で
あ
ろ
う
。

を
通
り
過
ぎ
る
と
大
間
の
宿
へ
入
る
別
の
道
が
あ
る
。
蛇
浦
の
宿
か
ら
直
接
山
を
登
っ
て
奥
戸
の
入
り
口
で
あ
る
川
端
へ
出
る

と
一
里
ほ
ど
近
道
と
な
る
が
、
通
行
人
に
と
っ
て
は
難
所
で
あ
る
。

材
木
村
よ
り
一
里
の
奥
戸
村
を
出
て
、
右
側
の
山
道
を
越
え
蛇
浦
へ
出
る
道
が
あ
る
。
こ
の
道
は
大
間
回
り
よ
り
―

1
0
丁
余

り
も
近
い
。
し
か
し
急
坂
が
多
く
、

道
で
あ
る
。

雨
天
な
ど
は
滑
落
の
危
険
が
あ
っ
て
大
変
な
難
所
と
な
る
。
蛇
浦
の
鎖
守
堂
の
側
に
下
る

つ
ま
り
、
蛇
浦
八
幡
宮
の
脇
か
ら
左
手
の
山
道
に
入
り
、
奥
戸
の
人
り
口
で
あ
る
川
端
に
出
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
距
離
に
差
は
あ

る
が
、
近
道
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
気
象
状
況
に
よ
っ
て
も
道
筋
の
選
択
が
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
寛
政
五
年
（
一
七
九

の
「
南
部
領
北
郡
浜
方
村
々
道
筋
書
付
」
に
、
「
蛇
浦
村
の
浜
辺
に
往
還
か
あ
る
が
、
荒
磯
で
時
化
の
ひ
ど
い
と
き
は
大
間
へ

行
く
道
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
あ
り
、

山
越
え
の
脇
道
は
か
な
り
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

田
名
部
ー
栗
山
ー
女
館
ー
椛
山
ー
関
根
ー
出
戸
ー
川
代
ー
烏
沢
ー
正
津
川
ー
大
畑
ー
ニ
枚
橋
ー
木
野
部
ー
赤
川
ー
下
風
呂
ー
桑

畑
ー
異
国
間
ー
蛇
浦
ー
大
間
ー
奥
戸
ー
材
木
ー
原
田
ー
佐
井
ー
矢
越
ー
磯
谷
ー
長
後
ー
福
浦
ー
牛
滝

北
通
道
は
垂
水
川
の
分
岐
点
の
左
側
、
県
立
大
間
高
校
方
面
に
向
か
う
が
、
こ
の
道
は
通
称
「
函
館
別
路
」

（
蛇
浦
道
）
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
帯
は
旧
陸
軍
の
要
塞
地
帯
で
あ
り
、
町
立
大
間
中
学
校
を
過
ぎ
た
坂
道
が

突
き
当
た
り
分
岐
点
を
左
へ
直
進
し
、
大
間
川
に
か
か
る
常
盤
橋
を
過
ぎ
る
と
、
道
は
三
方
に
分
か
れ
る
。
右
の
道
を
北
上
す
る

の
が
函
館
別
路
で
あ
る
。
大
間
町
役
場
を
過
ぎ
、
右
手
に
福
蔵
寺
・
稲
荷
神
社
・
左
手
に
阿
弥
陀
寺
を
見
な
が
ら
、
大
間
港
・
高
磯

崎
方
面
へ
進
む
道
筋
で
あ
る
。
高
磯
崎
に
は
か
つ
て
台
場
が
置
か
れ
た
。
中
央
の
西
南
の
道
が
北
通
道
で
「
佐
井
道
」
（
奥
戸
道
）

あ
ら
た
め
て
北
通
道
の
道
筋
を
確
定
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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面
へ
向
か
う
道
で
、

と
も
い
い
、
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
で
国
道
三
三
八
号
と
合
流
し
、
以
後
は
海
岸
沿
い
に
南
進
し
て
い
く
。
左
の
道
は
大
間
浄
水
場
方

共
同
墓
地
を
過
ぎ
る
と
間
も
な
く
、
左
に
浪
切
石
と
も
薬
師
様
の
大
石
と
も
い
わ
れ
る
蒼
前
石
が
あ
る
。

国
道
と
の
合
流
点
か
ら
約
一
七

0
0
メ
ー
ト
ル
行
く
と
、
大
間
・
奥
戸
集
落
の
境
に
出
る
。
国
道
右
側
の
「
迎
人
石
」
と
呼
ば
れ

る
大
き
な
石
が
そ
の
境
目
に
な
っ
て
い
た
。
小
奥
戸
橋
を
渡
っ
て
約
一

0
0
0
メ
ー
ト
ル
で
奥
戸
川
に
架
か
る
奥
戸
橋
に
出
る
が
、

橋
の
手
前
か
ら
左
へ
人
る
道
が
あ
る
。
こ
れ
が
蛇
浦
の
折
戸
神
杜
脇
に
抜
け
る
山
越
え
の
道
で
あ
る
。

奥
戸
橋
か
ら
再
び
国
道
を
南
下
し
、
一
五

0
メ
ー
ト
ル
は
ど
先
の
左
手
の
道
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
春
日
神
杜
、

差
路
を
左
折
し
た
道
の
奥
に
信
顧
寺
と
崇
徳
寺
、
国
道
に
戻
っ
て
一

0
0
メ
ー
ト
ル
先
の
左
に
長
弘
寺
が
あ
る
。
国
道
左
側
の
町
立

奥
戸
小
学
校
へ
入
る
道
の
五

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
手
前
か
ら
国
道
を
離
れ
、
右
側
の
海
岸
に
出
て
浜
沿
い
の
道
に
入
る
。
こ
の
黒
岩
海

お

し

ゃ

り

ば

ま

岸
の
道
が
旧
道
で
あ
り
、
黒
岩
川
を
渡
っ
て
小
舎
利
浜
（
高
岩
）
の
崎
か
ら
高
岩
の
丘
を
通
り
、
赤
岩
海
岸
へ
下
っ
て
海
岸
伝
い
に

進
ん
で
赤
石
川
を
渡
り
、
再
び
国
道
に
出
る
。
赤
石
川
に
架
か
る
橋
は
現
在
地
よ
り
海
寄
り
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
高
岩
は
黒
岩
台
場

道
は
間
も
な
く
国
道
か
ら
右
へ
材
木
の
集
落
に
入
る
。
旧
道
入
り
口
は
、
稲
荷
神
社
参
道
か
ら
地
蔵
堂
と
鳥
居
の
間
を
通
り
、
い
っ

た
ん
現
材
木
農
村
婦
人
の
家
後
ろ
の
海
岸
に
下
り
、

そ
こ
か
ら
真
っ
す
ぐ
南
へ
進
み
、
材
木
川
に
架
か
る
現
大
栄
橋
か
ら
少
し
山
側

を
渡
っ
た
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。
道
は
こ
こ
で
左
右
に
分
か
れ
、
左
を
取
れ
ば
国
道
に
出
て
佐
井
村
に
向
か
い
、
右
へ
出
れ
ば
梨

落
内
を
通
過
し
て
旧
材
木
村
の
南
端
出
口
か
ら
左
手
山
道
に
入
る
。
登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
が
津
鼻
崎
公
園
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
園

や
ぶ

に
入
る
手
前
か
ら
右
側
の
藪
の
中
を
抜
け
、
直
進
す
る
と
国
道
に
出
る
。
こ
の
地
点
か
ら
一

0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
坂
道
を
登
っ
た

と
こ
ろ
が
佐
井
村
と
の
境
界
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
付
近
に
一
里
塚
が
近
年
ま
で
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

跡
で
あ
る
。

さ
ら
に
南
進
し
て
右
側
に
塩
釜
崎
が
あ
る
が

）
こ
に
も
台
場
が
罹
か
れ
た
。

さ
ら
に
進
ん
で
三
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が
三
人
は
ど
現
れ
た
。

治
二
十
八

明
治
・
大
正
期
の
交
通

下
北
半
島
に
文
明
開
発
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
大
正
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
で
あ
り
、
大
間
・
奥
戸

に
初
め
て
自
動
車
が
走
っ
た
の
は
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
と
の
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
乗
合
馬
車
か
冬
期

は
ソ
リ
馬
車
、
し
ば
ら
く
後
に
軌
道
馬
車
が
登
場
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
馬
車
営
業
の
時
代
が
し
ば
ら
く
続
ぎ
、
明

九
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
日
清
戦
争
後
の
好
景
気
に
あ
お
ら
れ
て
各
地
に
事
業
が
勃
興
し
、
地
方
企
業
に

（
一
八
九
五
）
、

投
資
す
る
中
央
実
業
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
下
北
半
島
に
は
大
湊
軍
港
の
創
設
を
予
想
し
て
、
鉄
道
の
敷
設
を
計
画
す
る
者

一
は
柴
原
和
で
、
野
辺
地
よ
り
大
湊
•
川
内
を
経
て
佐
井
に
至
る
鉄
道
を
敷
設
し
、
佐
井
港
を
修
築
し
て
函
館
へ
連
絡
船
を
就
船

さ
せ
る
計
画
。
―
―
は
大
場
篤
―
―
一
郎
の
、
野
辺
地
よ
り
田
名
部
・
大
畑
・
薬
研
を
経
て
佐
井
に
至
り
、
佐
井
港
を
修
築
し
て
函
館
へ
連

絡
す
る
計
画
。
三
は
佐
賀
寛
の
、
田
名
部
か
ら
大
畑
ま
で
鉄
道
を
敷
き
、
二
枚
橋
を
築
港
し
て
函
館
・
室
蘭
に
連
絡
す
る
計
画
で
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
一
と
二
は
合
併
し
た
が
、
株
式
募
集
の
段
に
な
っ
て
経
済
界
の
大
不
況
に
見
舞
わ
れ
計
画
は
絶
望
、
三
の
計
画
も
同

様
の
結
果
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
五
年
八
月
、

半
島
開
発
は

鉄
道
敷
設
で

む
つ
市
大
湊
に
大
湊
水
雷
団
が
開
庁
、
同
三
十
八
年
十
二
月
に
大
湊
要
港
部
と
改
称
し
た
が
、
こ
の
要
港

部
の
開
庁
と
と
も
に
再
び
大
湊
鉄
道
敷
設
の
声
が
各
所
か
ら
持
ち
上
が
っ
た
。
下
北
郡
を
視
察
し
た
要
港
部
の
初
代
司
令
官
餌
原
平

二
少
将
は
、
下
北
郡
の
道
路
が
狭
く
、
そ
の
開
発
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
他
郡
や
県
外
に
出
る
場
合
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
危
険
度

の
多
い
海
路
に
頼
る
し
か
な
い
こ
と
な
ど
を
知
り
、
時
の
郡
長
で
あ
る
西
山
広
を
呼
び
、
「
半
島
の
開
発
は
ま
ず
第
一
に
鉄
道
敷
設
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が
緊
急
に
し
て
肝
要
で
あ
る
」
旨
を
告
げ
た
。

こ
う
し
て
、
半
島
九
か
町
村
の
有
志
に
よ
る
鉄
道
期
成
同
盟
会
が
組
織
さ
れ
、
四
十
年
九
月
に
は
逓
信
・
内
務
・
大
蔵
•
海
軍
の

四
大
臣
に
会
貝
連
名
の
鉄
道
敷
設
請
願
書
を
提
出
、
四
十
一
年
一
月
に
は
貴
族
院
と
衆
議
院
に
も
請
願
し
て
採
択
さ
れ
た
。
四
十
二

年
十
二
月
、
新
し
い
司
令
官
に
上
泉
徳
弥
少
将
が
着
任
し
、
大
湊
が
予
期
し
た
以
上
に
良
港
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
湊
の
開
港
と

大
湊
鉄
道
の
早
期
着
工
を
首
唱
し
、
同
郷
（
米
沢
藩
）
の
鈴
木
誠
作
と
と
も
に
そ
の
実
現
に
奔
走
し
た
。

当
時
、
鉄
道
を
敷
設
す
る
た
め
の
正
規
の
手
続
き
と
し
て
、
第
一
に
鉄
道
敷
設
法
を
改
正
し
て
線
を
追
加
し
、
第
二
に
必
要
予
算

を
議
決
す
る
と
い
う
二
つ
の
関
門
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
軽
便
鉄
道
に
切
り
替
え
れ
ば
、
二
重

の
難
関
を
避
け
て
簡
単
で
短
期
間
に
敷
設
で
き
る
方
途
が
あ
っ
た
た
め
、
大
湊
鉄
道
は
こ
の
軽
便
鉄
道
法
に
よ
り
、
同
予
算
を
も
っ

て
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
九
月
に
着
工
し
た
。
そ
し
て
同
十
年
三
月
二
十
日
に
野
辺
地
よ
り
陸
奥
横
浜
ま
で
開
通
し
、
同
年
九
月

二
十
五
日
に
大
湊
ま
で
七
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
線
が
開
通
し
た
の
で
あ
る
。

大
涙
線
開
通
当
初
の
大
湊
駅
と
田
名
部
駅
取
り
扱
い
の
旅
客
・
貨
物
は
表
6
_
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

田
名
部
ー
大
湊
ま
で
軽
便
鉄
道
は
開
通
し
た
も
の
の
、
田
名
部
か
ら
北
へ
す
ぐ
の
県
道
は
県
下
の
悪
路
と
し
て
放

置
さ
れ
、
県
道
に
あ
ら
ず
瞼
道
な
り
と
酷
評
さ
れ
て
い
た
。

田
名
部
道
の
女
館
か
ら
大
畑
街
道
の
出
戸
に
至
る
県

道
約
二
里
（
約
七
六

0
0
メ
ー
ト
ル
）
は
全
く
の
泥
の
海
で
あ
り
、
往
来
す
る
も
の
は
膝
ま
で
泥
の
中
に
没
し
、
二
里
の
道
を
三
時

間
半
費
や
し
て
通
行
し
た
。
春
の
雪
解
け
、
秋
の
長
雨
の
候
と
も
な
る
と
峻
道
の
名
も
超
越
し
、
田
名
部
—
大
畑
間
の
運
搬
輸
送
は

途
絶
同
然
で
、
三
里
一
九
丁
の
間
を
米
一
俵
運
ば
せ
る
の
に
当
今
の
一
万
円
強
の
駄
賃
を
支
払
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

大
畑
か
ら
さ
ら
に
下
風
呂
・
大
間
へ
抜
け
る
北
通
道
の
悪
路
は
推
し
て
知
る
べ
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
下
北
地
方
に
大
湊
鉄
道
が
開
通
し
た
日
、
風
間
浦
村
の
斗
南
自
動
車
株
式
会
社
が
田
名

陸
の
孤
島
に

乗
合
自
動
車
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表6-1 大湊駅・田名部駅の旅客・貨物取り扱い量

大湊駅旅客 大湊駅貨物
年 度

乗車人員 降車人員 乗車賃金 発送量 到着鼠 発送運貨

大正11年 30,845人 28,390人 42,143円 1,297 t 2,938 t 9,584円

12年 28,532 27,459 44,809 4,314 2,762 26,983 

13年 28,387 25,650 48,516 17,918 2,883 95,421 

14年 28,246 24,169 43,374 9,948 2,338 47,811 

昭和元年 27,863 25,027 42,162 9,580 2,501 44,643 

5年 33,223 31,498 44,045 3,781 4,098 22,904 

6年 29,318 28,507 37,342 4,387 5,316 27,979 

7年 26,607 25,272 38,388 4,414 5,019 27,935 

8年 33,334 32,600 56,501 4,449 13,183 33,979 

9年 39,829 38,577 60,332 4,280 13,641 33,553 

田名部駅旅客（赤川） 田名部駅貨物（赤川）
年 度

乗車人貝 降車人員 乗車賃金 発送量 到着量 発送運賃

大正11年 44,821人 44,218人 55,761円 13,735 t 4,995 t 72,129円

12年 44,165 42,889 59,077 13,545 5,500 68,937 

13年 44,333 44,926 56,876 12,620 4,483 67,658 

14年 47,140 46,677 66,014 10,244 5,504 62,438 

昭和元年 47,189 46,577 63,550 9,927 4,465 57,695 

5年 53,128 52,777 61,265 6,742 4,271 34,844 

6年 48,162 46,849 53,454 7,392 5,252 40,011 

7年 45,095 44,183 51,870 7,062 5,718 42,502 

8年 47,199 46,124 55,481 6,433 5,863 40,676 

9年 51,251 49,585 62,295 6,705 7,180 45,500 
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全
く
な
い
。

部
ー
大
間
間
の
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
が
大
間
を
通
っ
た
乗
合
自
動
車
の
第
一
号
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
な
資
料
が

終
点
が
大
間
か
ら
さ
ら
に
佐
井
ま
で
延
び
た
の
は
、

り
・
下
り
一
日
二
往
復
、
冬
季
(
+
ニ
ー
三
月
）

乗
車
賃
が
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

佐
井
五

0
銭

二
転
三
転
し

大
畑
線
開
通

大
間
―

1
0
銭

間
の
間
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
こ
と
、

れ
る
こ
と
な
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、

正
津
川
二
円

蛇
浦
五

0
銭

赤
川
一
円

そ
れ
は
ど
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
な
い
が
、

二
枚

こ
の
こ
ろ
の
バ
ス
便
は
夏
季
が
上

は
徒
歩
か
馬
ソ
リ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
奥
戸
を
起
点
と
し
た
乗
合
バ
ス
の

易
国
間
七

0
銭

下
風
呂
九

0
銭

橋
一
円
七

0
銭

大

畑

一

円

八

0
銭

関

根

―

一

円

二

0
銭
田
名
部
二
円
五

0
銭

大
湊
鉄
道
の
開
通
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
下
北
か
ら
大
間
を
結
ぶ
大
間
鉄
道
敷
設
運
動
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、

大
間
鉄
道
の
敷
設
に
つ
い
て
は
、
既
に
明
治
の
中
期
（
年
月
不
詳
）
に
函
館
区
長
の
常
野
正
義
が
「
野
辺
地
・
大

お
よ
び
大
間
・
函
館
間
に
貨
客
船
を
配
置
し
て
海
陸
連
絡
し
、
東
京
・
函
館
間
の
船
車
連
絡
時

間
を
短
縮
す
べ
し
」
と
提
唱
、
見
事
な
先
見
の
明
を
披
歴
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
建
設
的
意
見
が
時
の
為
政
者
や
文
化
人
に
理
解
さ

ま
こ
と
に
惜
し
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

木
野
部
一
円
二

0
銭

大
間
鉄
道
敷
設
運
動
は
大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)
ご
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
活
気
を
見
せ
て
き
た
が
、
具
体
的
な
動
き
が
伴
わ
な
い
ま

ま
五
年
は
ど
を
経
過
。
大
正
十
五
年
二
月
十
一
日
の
『
下
北
新
報
』
が
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

大
湊
線
を
延
長
し
て
田
名
部
町
よ
り
大
畑
を
経
て
大
間
に
達
す
る
大
間
鉄
道
敷
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
毎
議
会
に
請
願

し
た
た

書
を
出
し
て
そ
の
都
度
採
択
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
年
も
各
町
村
長
署
名
捺
印
の
請
願
書
を
認
め
、
河
野
県
会

議
長
携
行
し
て
上
京
し
、
貴
衆
両
院
議
長
宛
そ
れ
ぞ
れ
提
出
を
了
し
た
る
由
に
て
、
右
請
願
書
は
既
に
両
院
の
日
程
に
も
上
り
、

請
顧
委
員
会
の
手
に
付
記
さ
れ
た
る
由
に
て
、
今
年
も
採
択
と
な
る
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
地
方
民
は
一
層
の
忍
耐
と
努
力
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を
な
し
て
ぜ
ひ
と
も
本
鉄
道
敷
設
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
後
、
「
大
間
鉄
道
は
鉄
道
敷
設
法
か
ら
除
外
さ
れ
た
」
「
い
や
、
反
対
派
が
党
利
党
略
に
利
用
し
た
誤
報
だ
」
「
大
間
港
の
新

築
と
合
わ
せ
て
来
年
度
予
算
計
上
が
決
定
し
た
」
な
ど
、
流
言
が
飛
び
交
い
、
よ
う
や
く
途
中
の
大
畑
ま
で
敷
設
さ
れ
る
兆
し
が
見

え
た
の
は
大
正
十
五
年
の
末
の
こ
と
で
あ
る
。

同
年
十
二
月
十
六
日
付
の
『
東
奥
日
報
』
は
「
田
名
部
・
大
畑
間
の
鉄
道
」
と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

鉄
道
省
は
大
正
十
六
年
以
降
に
お
け
る
新
規
計
画
を
立
案
し
、
這
般
の
閣
議
の
承
認
を
経
、
来
る
十
八
、
九
の
両
日
、
首
相

官
邸
に
開
会
の
鉄
道
会
議
に
付
議
し
て
、
こ
れ
が
承
認
を
経
て
、
い
よ
い
よ
来
議
会
に
提
出
の
予
定
で
あ
る
が
、
新
規
計
画
の

年
度
制
、
左
の
如
く
で
あ
る
。
新
規
ー
田
名
部
・
大
畑
間
十
一
マ
イ
ル
七
、
大
正
二
十
年
（
注
・
昭
和
七
年
）
着
手
。
大
正
二

十
四
年
（
同
十
一
年
）
竣
工
。

し
か
し
そ
の
後
も
、
関
係
代
議
士
へ
の
謝
礼
問
題
が
贈
賄
事
件
に
な
り
か
け
た
り
、
憲
政
会
内
閣
か
ら
政
友
党
内
閣
に
代
わ
っ
て

事
情
が
一
変
し
た
と
か
、
私
鉄
二
社
が
工
事
に
名
乗
り
を
上
げ
て
国
鉄
と
サ
ヤ
当
て
を
演
じ
た
り
、
果
て
は
昭
和
十
二
年
(
-
九
三

七
）
ま
で
に
田
名
部
・
大
間
間
四
―
•
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
一
気
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
た
、
な
ど
と
甲
論
乙
駁
。
こ
の
間

に
も
政
治
家
の
選
挙
の
好
餌
に
さ
れ
た
り
、
陳
情
や
ら
再
調
査
が
繰
り
返
さ
れ
た
り
し
て
、
第
一
期
工
事
区
の
田
名
部
・
大
畑
間
約

一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
工
事
が
国
有
鉄
道
と
し
て
着
工
し
た
の
は
、
予
定
よ
り
四
年
も
遅
れ
た
昭
和
十
一
年
度
、
開
通
は
同
十
四
年

十
二
月
六
日
で
あ
っ
た
。
建
設
費
概
算
額
は
一
四
七
万
四

0
0
0
円、

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
八
万

0
七
0
0
円
で
あ
っ
た
。
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赤
川
・
下
風
呂
、

の
入
手
困
難
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
工
事
の
進
行
は
に
わ
か
に
阻
害
さ
れ
、
完
成
期
限
の
一
か
年
延
長
と
い
う
報
は
沿
線
住
民
や
関

係
者
を
大
き
く
落
胆
さ
せ
た
。

戦
争
は
日
を
追
っ
て
激
化
し
、
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
工
事
は
停
滞
し
た
。
昭
和
十
八
年
に
入
り
、
工
事
中
断
寸
前
の
状
況
を

憂
慮
し
た
関
係
者
は
、
沿
線
町
村
長
と
函
館
市
長
ら
の
連
名
に
よ
る
請
願
書
を
内
務
省
・
鉄
道
省
な
ど
の
関
連
省
庁
に
提
出
し
た
。

そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

事

大
間
鉄
道
ノ
終
点
タ
ル
大
間
港
ハ
世
界
交
通
ノ
大
道
タ
ル
津
軽
海
峡
二
直
面
シ
テ
尚
且
ツ
内
地
卜
北
海
道
ト
ヲ
連
絡
ス
ル
最
短
、

も
っ
と
も

最
近
、
尤
安
全
ノ
地
点
タ
リ
大
日
本
帝
国
ノ
裏
門
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
表
玄
関
タ
リ
、
帝
国
議
会
ハ
該
請
願
ヲ
採
択
シ
、
建
議
シ
、

内
務
省
ハ
璽
要
港
湾
ト
シ
テ
国
庫
補
助
、
県
費
修
築
中
二
、
鉄
道
省
ハ
之
二
達
ス
ル
大
間
鉄
道
工
事
中
ニ
シ
テ
実
二
該
港
ハ
対

岸
北
海
道
ト
ノ
連
絡
ニ
―
大
新
生
面
ヲ
開
ク
ト
共
二
米
、
露
、
支
ノ
交
通
及
至
一
路
日
満
経
済
二
於
ケ
ル
日
満
直
通
ノ
航
路
ヲ

以
テ
北
鮮
経
由
直
二
満
州
国
ノ
新
京
ヲ
結
フ
ヘ
シ
、
故
二
興
亜
建
設
ノ
第
一
楷
梯
ト
シ
テ
先
ツ
大
間
港
ヲ
国
営
ス
ル
急
務
中
ノ

急
務
卜
思
料
ス
況
ン
ヤ
今
時
ノ
大
戦
ハ
支
那
事
変
ヨ
リ
大
東
亜
戦
二
発
展
シ
ナ
絃
ニ
一
周
年
ヲ
迎
フ
ル
ニ
嘗
リ
津
軽
海
峡
ノ
防
備

今
も
生
き
る

幻
の
記
念
碑

由 幻
の
大
間
鉄
道

田
名
部
・
大
畑
間
に
鉄
這
が
開
通
し
て
か
ら
ほ
ど
な
く
、
第
二
期
工
事
と
し
て
大
畑
・
大
間
間
ニ
ニ
・
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
工
事
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
十
六
年
(
-
九
四
一
）
の
完
成
を
め
ざ
し
、
工
事
は
順
調
に
二
枚
橋
・
木
野
部
・

そ
し
て
風
間
浦
村
の
桑
畑
ま
で
進
ん
だ
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
開
始
に
よ
る
労
働
力
の
不
足
、
カ
ー
バ
イ
ト
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月

日

益
々
重
要
ヲ
加
フ
ル
秋
其
ノ
南
岸
ニ
―
ノ
港
湾
ヲ
有
セ
サ
ル
ハ
国
防
上
看
過
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
信
ス
大
間
港
ノ
国
営

タ
ル
業
己
二
国
論
ノ
一
致
ス
ル
所
、
内
地
、
北
海
道
ト
ノ
連
絡
地
点
ト
シ
テ
何
人
ノ
異
議
ナ
キ
所
今
更
贅
ス
ル
ノ
要
ナ
カ
ル
ヘ

シ
、
只
近
米
之
ヲ
難
ス
ル
一
議
ト
シ
テ
濃
霧
ヲ
云
々
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヤ
ヲ
耳
ニ
セ
リ
、
由
来
初
夏
稀
二
見
ル
ノ
濃
霧
ハ
潮
流
ノ

合
一
ス
ル
尻
矢
岬
端
ヲ
中
心
ト
セ
リ
、
大
間
港
ハ
常
二
風
行
之
ヲ
一
掃
ス
ル
ハ
地
方
ノ
実
見
セ
ル
所
タ
リ
、
或
ハ
為
ニ
ス
ル
モ

ノ
ノ
言
辞
カ
一
笑
二
付
ス
ル
ノ
外
ナ
カ
ル
ヘ
シ
近
代
ノ
世
相
ハ
兎
角
一
小
情
弊
二
捉
ハ
レ
眼
ヲ
大
局
高
所
二
注
カ
レ
ス
帰
ス
ル

所
多
大
ノ
労
費
ヲ
要
‘
ン
テ
予
期
ノ
効
果
ヲ
挙
ゲ
得
サ
ル
モ
ノ
往
々
ニ
シ
テ
ア
リ
仰
キ
翼
ク
ハ
特
二
御
高
鑑
ヲ
垂
レ
給
ハ
リ
国

論
ノ
一
致
、
国
策
重
要
ノ
大
間
港
ヲ
国
営
修
築
ノ
実
施
速
成
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
弦
二
謹
テ
累
ネ
テ
奉
請
願
候

昭
和
十
八
年

青
森
県
下
北
郡
大
間
町
長

青
森
県
下
北
郡
風
間
浦
村
長

青
森
県
下
北
郡
佐
井
村
長

青
森
県
下
北
郡
脇
野
沢
村
長

青
森
県
下
北
郡
東
通
村
長

青
森
県
下
北
郡
大
畑
町
長

青
森
県
下
北
郡
川
内
町
長

青
森
県
下
北
郡
大
湊
町
長

青
森
県
下
北
郡
田
名
部
町
長

函
館
商
工
会
議
所
会
頭

敬
具
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函
館
市
議
会
議
長

大
間
鉄
道
速
成
之
儀
二
付
請
願

一
、
青
森
県
大
間
鉄
道
線
中
未
完
成
二
属
ス
ル
大
畑
以
北
大
間
二
到
ル
鉄
道
ノ
速
成
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
奉
請
願
候

東
北
本
線
大
湊
線
ノ
延
長
タ
ル
ヘ
キ
田
名
部
ヨ
リ
大
間
二
至
ル
鉄
道
ハ
昭
和
十
四
年
十
二
月
六
日
其
ノ
中
間
タ
ル
大
畑
町
マ
テ

開
通
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
之
二
依
リ
テ
旅
客
貨
物
ノ
輸
送
ハ
全
国
至
ル
所
ノ
鉄
道
開
通
当
初
二
比
較
シ
遜
色
ナ
キ
盛
況
ヲ
呈
シ
旅
客

ノ
如
キ
ハ
毎
列
車
超
満
員
立
錐
ノ
余
地
ナ
ク
貨
物
亦
満
載
尚
且
ツ
満
貨
ノ
現
況
ニ
ア
ル
ハ
国
家
並
二
地
方
ノ
為
慶
賀
措
ク
能
ハ

サ
ル
所
ナ
リ
而
シ
テ
大
畑
以
北
ノ
地
方
民
ハ
昭
和
十
六
年
完
成
二
拘
ラ
ス
尚
一
日
千
秋
ノ
思
念
禁
ス
ル
能
ハ
ス
実
二
其
ノ
時
日

ノ
速
カ
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
巷
間
風
説
二
依
レ
ハ
之
レ
カ
未
完
成
地
区
ヲ
一
ケ
年
繰
延
卜
傭
フ
地
方
民
ノ
驚
愕
落

胆
璧
フ
ル
モ
ノ
ナ
ク
願
ク
ハ
誤
傭
悪
夢
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
祈
ル
モ
ノ
ナ
リ
然
ル
ニ
僅
二
其
ノ
一
部
開
通
二
依
リ
テ
モ
前
述
ノ
如
ク

経
済
線
タ
ル
ノ
実
績
ヲ
挙
ケ
ラ
ル
ル
而
已
ナ
ラ
ス
複
雑
微
妙
ナ
ル
世
界
ノ
動
キ
ニ
対
‘
ン
テ
モ
国
防
線
ト
シ
テ
モ
是
非
重
大
性
ノ

存
ス
ル
ア
ル
ヲ
知
リ
得
ヘ
シ
故
二
請
願
理
由
ノ
如
キ
累
ネ
テ
贅
ス
ル
ノ
要
ナ
シ
ト
雖
モ
更
二
大
畑
以
北
ノ
村
邑
ノ
現
勢
ヲ
簡
単

二
其
ノ
数
点
ヲ
列
記
ス
ル
ハ

日
産
業
上
ヨ
リ
セ
ハ
無
盛
蔵
タ
ル
森
林
、
金
銀
銅
、
砂
鉄
等
幾
多
生
産
ヲ
有
シ
亦
海
面
ハ
無
盛
ノ
魚
介
藻
二
富
ミ
且
又
大
間

港
ノ
特
異
性
ト
シ
テ
東
二
太
平
洋
西
二
日
本
海
ノ
大
漁
場
ヲ
有
ス
ル
カ
故
二
遠
洋
漁
業
ノ
根
拠
地
タ
ル
ノ
外
北
洋
漁
業
ノ

策
源
地
タ
リ
得
ヘ
ク
其
ノ
生
産
ハ
既
設
鉄
道
沿
線
大
畑
以
南
ノ
数
十
倍
二
相
当
ス
ル
産
額
ア
ル
ハ
統
計
上
二
之
レ
カ
実
例

ヲ
物
語
ル
モ
ノ
ト
言
フ
ヘ
シ
況
ン
ヤ
北
洋
漁
業
ノ
策
源
地
タ
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ

理

由

函
館
市
長
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写真 6-2 幻の大間鉄道線路跡（大畑町の鉄橋）

度
舷
二
謹
ミ
テ
奉
請
願
候

ヲ
見
サ
ル
ハ
国
防
上
璽
大
事
タ
リ
ト
思
料
ス

口
交
通
上
ヨ
リ
見
レ
ハ
津
軽
海
峡
力
東
西
両
半
球
ヲ
連
絡
ス
ル
世
界
交
通
ノ
大
動
脈
ニ
シ
テ
之
レ
カ
衝
二
当
レ
ル
大
間
港
ハ

二
比
較
セ
ラ
レ
相
対
峙
ス
ル
函
館
港
ト
ハ
十
七
海
里
室
蘭
港
ト
ハ
是
亦
僅
カ
ニ
五

十
海
里
過
キ
サ
ル
最
短
最
捷
ノ
連
絡
恰
好
ノ
地
点
ニ
シ
テ
他
二
比
較
対
照
ス
ル
モ
ノ
ナ
カ
ル
ヘ
シ

口
今
時
大
戦
ハ
支
那
事
変
ヨ
リ
大
東
亜
戦
二
発
展
シ
愈
々
長
期
戦
ノ
大
成
ヲ
整
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
秋
大
間
鉄
道
ノ
一
部
完
成

以
上
ノ
理
由
二
付
事
変
下
国
費
御
多
端
ノ
折
柄
二
可
有
之
候
得
共
之
レ
カ
促
進
完
成
セ
ラ
ル
ル
様
特
二
御
高
鑑
ヲ
垂
レ
給
ハ
リ
敬
具

津
軽
海
峡
ノ
「
ド
ー
バ
ー
、
カ
レ
ー
」

昭
和
十
八
年

月

日

青
森
県
下
北
郡
大
畑
町
長

青
森
県
下
北
郡
川
内
町
長

青
森
県
下
北
郡
大
湊
町
長

青
森
県
下
北
郡
田
名
部
町
長

函
館
商
工
会
議
所
会
頭

青
森
県
下
北
郡
東
通
村
長

青
森
県
下
北
郡
脇
野
沢
村
長

青
森
県
下
北
郡
佐
井
村
長

青
森
県
下
北
郡
風
間
浦
村
長

青
森
県
下
北
郡
大
間
町
長
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こ
う
し
た
願
い
の
裏
に
、
戦
時
化
と
は
い
え
地
域
開
発
の
実
現
に
大
き
な
希
望
を
抱
い
て
い
た
下
北
の
人
の
心
情
が
う
か
が
わ
れ

る
が
、
こ
の
第
二
期
工
事
は
敗
色
濃
厚
の
戦
局
と
並
行
し
て
中
断
へ
の
道
を
た
ど
り
、
つ
い
に
昭
和
十
八
年
十
二
月
鉄
道
建
設
審
議

会
よ
り
中
止
線
の
指
示
が
発
令
さ
れ
、
大
間
線
の
事
実
上
の
工
事
は
終
了
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

助
役
） 戦

争
が
終
結
し
た
あ
と
も
大
間
・
佐
井
・
風
間
浦
の
北
通
り
地
域
住
民
の
鉄
道
に
か
け
る
期
待
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
毎
年
の
よ

う
に
鉄
道
建
設
再
開
の
陳
情
は
続
け
ら
れ
、
昭
和
二
十
一
年
に
は
佐
々
木
吉
三
郎
大
間
町
長
、
松
谷
彰
次
佐
井
村
長
、
永
井
武
三
郎

風
間
浦
村
長
、
大
島
寅
吉
北
海
道
商
工
経
済
会
函
館
支
部
長
、
山
崎
松
次
郎
函
館
市
会
議
長
、
吉
谷
一
次
函
館
市
長
代
理

の
連
名
で
、
時
の
内
閣
総
理
大
臣
吉
田
茂
あ
て
に
陳
情
が
な
さ
れ
た
。

よ
う
な
欠
陥
を
除
ぎ
資
源
開
発
に
貢
献
す
る
効
果
大
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
七
月
に
旧
国
鉄
青
森
地
方
営
業
事
務
所
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
大
畑
線
建
設
経
済
調
書
概
要
」
大
畑
・
大
間
間

に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
地
域
が
冬
期
間
風
浪
高
く
交
通
途
絶
の
状
態
で
甚
だ
不
便
多
く
、
こ
の
点
か
ら
し
て
も
本
線
路
の
敷
設
は
こ
の

又
、
本
線
路
終
端
大
間
町
と
北
海
道
は
津
軽
海
峡
を
距
て
て
最
短
距

離
に
な
っ
て
青
函
連
絡
の
補
助
航
路
で
あ
り
、

が
あ
る
よ
う
に
、

た
の
で
あ
り
、

下
北
の
辺
境
、

又
本
州
と
の
交
通
連
絡
上
か
ら
も
本
線
路
の
敷
設
は
必
要
と
思
は
れ
る
」
と
の
記
述

旧
国
鉄
内
部
に
お
い
て
も
大
間
線
建
設
再
開
の
構
想
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
は
戦
争
で
荒
廃
し
た
主
要

幹
線
の
復
旧
と
食
糧
確
保
、
建
設
資
材
の
流
通
改
善
に
力
点
が
置
か
れ
、
工
事
再
開
の
鉄
道
も
必
要
に
迫
ら
れ
る
線
か
ら
ま
ず
始
ま
っ

し
か
も
軍
需
線
と
し
て
の
意
義
が
大
き
か
っ
た
大
間
線
は
、
そ
の
出
番
を
失
っ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
代
、
交
通
は
自
動
車
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
。
戦
後
二
十
年
間
鉄
道
を
望
み
続
け
て
き
た
地
元
町
村
に
も
新
し
い
波

が
押
し
寄
せ
る
。
加
え
て
国
鉄
が
赤
字
路
線
整
理
を
い
い
出
し
た
と
ぎ
は
、
も
は
や
下
北
に
鉄
道
を
通
す
の
は
夢
だ
っ
た
と
諦
め
る

函
館
市
議
会
議
長

函
館
市
長

函
館
市
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小
原
愛
吉

大
畑
ー
佐
井
間
、
大
畑
ー
赤
川
間

山
上
美
与
作

大
間
ー
佐
井
間

白
浜
友
次
郎
田
名
部
ー
大
間
間
、
田
名
部
ー
赤
川
間
、
田
名
部
ー
恐
山
間

山
上
常
作

鉄
道
に
食
わ
れ

た
乗
合
自
動
車

昭
和
十
年
(
-
九
三
五
）
代
、

下
北
半
島
の
主
と
し
て
北
通
方
面
に
乗
合

バ
ス
を
運
行
さ
せ
て
い
た
の
は
次
の
四
人
で
あ
っ
た
。

赤
川
ー
大
畑
間
、
大
畑
ー
大
間
間

四
乗
合
バ
ス
の
時
代

の
取
り
扱
い
量
は
表

6
|
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
日
で
も
、
当
時
を
想
起
さ
せ
る
鉄
橋
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
姿
が
、
幻
の
大
間
鉄
道
の
モ
ニ
ュ

な
お
、
大
畑
線
開
通
当
初
の
貨
客
統
計
表
は
戦
争
で
失
っ
た
が
、
二
十
一
年
以
降
の
大
畑
駅

メ
ン
ト
と
し
て
、
道
行
く
人
た
ち
の
視
線
を
と
ら
え
て
い
る
。

七
九
号
線
と
し
て
道
路
の
拡
幅
に
入
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。

と
き
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
、
大
間
・
函
館
間
に
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
が
就
航
し
、
大
型

ト
ラ
ソ
ク
や
自
家
用
車
が
列
を
な
し
て
走
り
始
め
る
と
、
大
間
鉄
道
用
地
を
自
動
車
用
道
路
と

し
て
改
修
す
る
と
い
う
計
画
が
最
も
将
来
性
の
あ
る
計
画
と
し
て
浮
上
し
た
。
大
間
鉄
道
建
設

の
夢
が
完
全
に
消
え
た
の
は
、

昭
和
四
十
四
年
、
県
が
国
鉄
か
ら
鉄
道
用
地
を
買
収
し
国
道
ニ

表6-2 大畑駅の旅客・貨物取り扱い量

旅 客 貨 物
年 度

乗車人員 麟人員 乗車賃金 発送量 到着量 発送運賃

昭和21年 272,107人 203,779人 607,765円 23,503 t 9,608 t 400,974円

22年 242,456 232,729 503,945 20,358 7,198 1,636,948 

23年 241,313 232,373 6,366,662 18,827 7,961 8,127,310 

24年 249,307 249,293 9,591,404 32,507 8,864 17,879,260 

25年 222,243 224,335 7,707,989 32,876 7,218 31,062,240 
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写真6-3 現在運行されている下北交通

掬バス

杉
山
勝
雄

下
北
乗
合
自
動
車
鞠

田
名
部
軌
道
腑

田
名
部
町
役
場

田
名
部
ー
赤
川
間

奥
内
近
川
ー
泊
間

大
湊
町
役
場

昭
和
十
一
年
八
月
二
十
五
日
、
こ
の
四
業
者
が
合
併
し
、
資
本
金
二
万
円
で
会
社
組
織
に
改
め
て
運
輸
省
に
申
請
、
翌
十
二
年
八

月
二
十
一
日
に
認
可
と
な
り
、
同
年
九
月
四
日
に
下
北
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
と
し
て
発
足
し
た
。

以
後
、
会
社
は
順
調
に
業
績
を
上
げ
て
い
っ
た
が
、
十
四
年
十
二
月
に
国
鉄
大
畑
線
の
汽
車
が
開
通
し
て
問
題
が
生
じ
た
。
列
車

が
初
め
て
大
畑
ま
で
運
行
さ
れ
る
と
い
う
珍
し
さ
と
、
乗
車
賃
が
バ
ス
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
併
行
路
線
だ
っ
た

田
名
部
・
大
畑
間
の
乗
客
の
大
半
が
列
車
に
奪
わ
れ
、
バ
ス
の
客
は
見
る
見
る
う
ち
に
激
減
し
た
。

こ
の
区
間
は
路
線
内
で
も
重
要
な
コ
ー
ス
で
あ
り
、
収
入
面
の
マ
イ
ナ
ス
も
相
当
大
き
か
っ
た
が
、
極
端
な
赤
字
バ
ス
を
黙
認
も

で
き
ず
、
間
も
な
く
運
転
休
止
と
な
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
区
間
の
運
行
を
再
開
し
た
の
は
、
実
に
昭
和
二
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
五
月
に
は
、
戦
時
態
勢
の
強
化
と
陸
運
企
業
統
制
令
に
よ
っ
て
個
々
の
経
営
が
で
き
な
く
な
り
、
関
係
筋
か
ら
事
業

の
統
合
を
勧
奨
さ
れ
て
次
の
事
業
者
が
下
北
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
に
総
括
さ
れ
、
同
社
は
下
北
郡
内
一
円
の
バ
ス
事
業
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。

腑
青
森
商
船

大
湊
ー
脇
野
沢
間

大
湊
ー
田
名
部
間

赤
川
ー
恐
山

赤
川
ー
田
名
部
（
無
軌
道
馬
車
）

こ
う
し
て
郡
内
の
名
物
だ
っ
た
軌
道
馬
車
も
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
大
畑
線
の
国
鉄
開
通
に
引
き
続
い
て
大
間
線
の
工
事
が
始
ま
り
、
桑
畑
ま
で
線
路
が
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第 1節 陸の交通

国
道
二
七
九
号

大
間
バ
イ
パ
ス

あ
る
。

イ
ン
」
が
閲
通
し
、
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
乗
船
車
両
の
増
加
で
終
日

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
に
国
道
二
七
九
号
「
む
つ
は
ま
な
す
ラ

五

国

道

請
し
認
可
を
得
て
営
業
を
開
始
し
た
。

太
平
洋
戦
争
が
い
よ
い
よ
緊
迫
度
を
増
し
て
い
っ
た
こ
の
こ
ろ
が
、

全
に
停
止
し
て
車
両
の
代
替
や
更
新
が
不
可
能
と
な
り
、

写真 6-4 大間バイパス開通テープカット

延
び
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
下
北
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
の
打
撃
は
さ
ら
に
大
ぎ
く
な
り
、

会
社
経
営
の
危
機
に
も
及
び
か
ね
な
い
た
め
、
新
規
路
線
の
拡
張
を
計
画
し
、
大
間
と
は
逆
方
行
の
田
名
部
・
入
口
間
の
免
許
を
申

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
燃
料
類
の
受
注
が
規
制
さ
れ
、
す
べ
て
の
車
両
は
人
間
の

代
用
食
と
同
じ
よ
う
に
代
用
燃
料
で
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
の
代
わ

り
に
登
場
し
た
の
が
、
木
炭
で
走
る
木
炭
車
で
あ
っ
た
。
こ
の
木
炭
車
は
、
平
地
な
ら

ガ
ソ
リ
ン
と
大
差
な
く
走
行
で
き
た
が
、
強
い
力
、
急
激
な
力
が
出
せ
な
か
っ
た
た
め
、

坂
道
に
か
か
っ
た
ら
ア
ウ
ト
で
あ
っ
た
。
乗
客
を
す
べ
て
降
ろ
し
、
し
か
も
全
貝
で
空

車
の
後
押
し
を
し
て
坂
を
登
る
と
い
う
光
景
が
、
か
し
こ
で
見
ら
れ
た
。

乗
務
貝
た
ち
も
木
炭
の
準
備
や
操
作
な
ど
で
苦
労
を
重
ね
た
が
、
彼
ら
の
努
力
と
乗

客
の
協
力
も
あ
っ
て
定
期
運
行
は
確
保
さ
れ
、
会
杜
も
公
共
の
責
務
を
果
た
し
た
の
で

バ
ス
事
業
者
の
苦
難
の
時
代
で
あ
っ
た
。

バ
ス
の
製
造
は
完

こ
の
上
大
間
ま
で
の
工
事
が
完
成
す
れ
ば
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こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
下
北
郡
風
間
浦
村
蛇
浦
と
大
間
町
根
田
内
を
結
ぶ
国
道
二
七
九
号
線
大
間
バ
イ
パ
ス
が
、

年
(
-
九
八
一
）
九
月
一
日
に
開
通
（
総
延
長
距
離
四
・
八
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
し
た
。

大
間
バ
イ
パ
ス
の
調
査
が
開
始
さ
れ
た
の
は
四
十
九
年
度
で
、

工
事
を
終
了
さ
せ
、
続
い
て
道
路
舗
装
工
事
に
入
っ
て
い
た
。
都
合
八
か
年
事
業
で
、

五
十
年
度
か
ら
道
路
改
良
工
事
が
行
わ
れ
、
五
十
四
年
度
で
改
良

工
事
費
も
道
路
改
良
費
六
億
九
九

0
0
万
円
、

舗
装
工
事
五
億
七
二
五

0
万
円
、
合
計
―
二
億
七
一
五

0
万
円
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。

車
道
は
二
車
線
六
•
五
メ
ー
ト
ル
幅
で
国
道
と
同
じ
だ
が
、
車
道
の
両
側
に
一
・
七
五
メ
ー
ト
ル
ず
つ
の
除
雪
用
ス
ペ
ー
ス
を
設

一
段
と
広
く
な
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
両
側
に
三
メ
ー
ト
ル
ず
つ
の
歩
道
を
設
け
、

リ
ー
客
の
増
加
で
五

0
0
0
台
に
も
上
り
、

こ
れ
ら
が
町
内
の
狭
い
道
路
を
走
る
た
め
に
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
と
し
て

人
間
町
の
国
道
一
―
七
九
号
線
の
一
日
の
通
過
車
両
は
三

0
0
0
台
前
後
で
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
北
海
道
へ
渡
る
フ
ェ

子
供
の
飛
び
出
し
事
故
な
ど
の
心
配
が

絶
え
な
か
っ
た
が
、
大
間
バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
よ
っ
て
生
活
道
路
と
産
業
・
観
光
道
路
か
明
確
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
交
通

函
館
ー
む
つ
線
（
大
間
町
ー
佐
井
村
I

脇
野
沢
村
ー
川
内
町
ー
む
つ
市
間
）
の
国
道
へ
の
昇
格
が
正
式
に
決
ま
っ

た
の
は
、

昭
和
五
十
七
年
(
-
九
八
二
）

四
月
一
日
だ
が
、
内
定
は
前
年
四
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
道
路
審
議

青
森
県
で
は
建
設
省
に
対
し
六
路
線
、
総
延
長
三
四
六
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
国
道
昇
格
を
要
望
し
て
い
た
が
、

分
で
あ
る
次
の
三
路
線
が
昇
格
し
た
。

会
総
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

下
北
半
島
一
周

国

道

の

実

現

事
故
の
減
少
に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

け
た
た
め

町
内
は
渋
滞
が
続
い
て
い
た
。

昭
和
五
十
六

こ
の
う
ち
の
半
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③ ② ① 

r. 

ノ‘

本
州
北
海
道
連
絡
橋
構
想

大
鰐
—
田
沢
湖
線

こ
の
中
で
、
特
に
①
の
昇
格
は
意
義
深
い
決
定
で
あ
っ
た
。

下
北
地
方
は
、
一
部
の
町
村
の
集
落
で
は
林
道
が
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
一
般
道
路
の
整
備
も
遅
々
と
し
た
も
の
で
、

こ
の
国
道
昇
格
が
決
ま
っ
た
時
点
で
の
舗
装
率
は
六
五
％
、
道
路
改
良
率
も
七
三
・
九
％
、
ほ
と
ん
ど
が
一
車
線
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
ぴ
の
函
館
ー
む
つ
線
は
、
国
道
三
三
八
号
線
の
起
点
を
当
時
の
む
つ
市
か
ら
函
館
ま
で
延
ば
し
、
こ
の
間
を
新
た
に
一
二
三

八
号
線
と
し
て
追
加
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
む
つ
市
か
ら
陸
奥
湾
沿
い
に
川
内
町
・
脇
野
沢
村
•
仏
ケ
浦

を
通
っ
て
佐
井
村
・
大
間
町
に
至
る
総
延
長
一

0
九
・
五
キ
ロ
が
国
道
に
昇
格
し
た
。

こ
の
結
果
、
む
つ
市
か
ら
大
畑
町
・
風
間
浦
村
を
通
っ
て
大
間
に
至
る
北
通
の
国
道
二
七
九
号
線
（
む
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
）
と

結
び
付
く
こ
と
に
な
り
、
地
域
住
民
待
望
の
下
北
半
島
一
周
国
道
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
さ
ら
に
下
北
地
域
の
産
業
経
済
の
発
展
を
め
ざ
し
、
下
北
国
定
公
園
と
津
軽
国
定
公
園
を
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
結
ぶ
広
域

観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
に
知
恵
と
努
力
を
結
集
す
べ
く
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
近
年
で
は
本
州
と
北
海
道
を
直
接
結
ぶ
津
軽
海
峡
大
橋
の
壮
大
な
構
想
も
各
方
面
で
叫
ば
れ
て
い
る
。

「
こ
の
海
を
ま
た
ぐ
橋
が
あ
っ
た
ら
な
」
と
い
う
話
は
、
昔
か
ら
よ
く
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

函
館
ー
む
つ
線

弘
前
ー
六
ケ
所
線
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本
州
と
北
海
道
の
間
は
津
軽
海
峡
で
隔
て
ら
れ
、
両
地
域
の
交
流
手
段
は
太
古
の
昔
か
ら
船
に
よ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

在
で
は
、
津
軽
半
島
三
厩
村
か
ら
北
海
道
福
島
町
と
の
間
が
昭
和
六
十
三
年
(
-
九
八
八
）
に
完
成
し
た
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
鉄

路
で
結
ば
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
大
間
町
を
は
じ
め
と
す
る
下
北
地
域
に
と
っ
て
は
真
の
意
味
で
自
由
な
往
来
が
実
現
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
は
、
す
で
に
道
路
に
よ
っ
て
本
州
と
結
ば
れ
て
い
る
九
州
や
四
国
地
方
に
比
べ
、
東
北
・
北
海
道
地

域
が
産
業
・
経
済
・
文
化
す
べ
て
の
面
で
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
中
、
本
州
と
北
海
道
と
の
間
に
橋
を
架
け
、
道
路
で
結
ぼ
う
と
い
う
民
間
レ
ベ
ル
で
の
構
想
が
徐
々
に
浸
透
し
始
め
、

平
成
六
年
(
-
九
九
四
）
三
月
二
十
二
日
に
は
、
姉
妹
町
戸
井
町
と
当
町
が
「
本
州
北
海
道
連
絡
橋
大
間
・
戸
井
ル
ー
ト
誘
致
推
進

協
議
会
」
を
設
立
し
た
。
関
係
機
関
へ
の
陳
情
を
は
じ
め
、
看
板
の
設
置
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
大
き
な
夢
と
希
望
を
与
え
る
べ
く
、
図
画
や
作
文
を
募
り
、
平
成
八
年
の
秋
に
は
そ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
優
秀
賞
と
な
っ
た
両

町
の
子
ど
も
の
代
表
六
名
を
、
現
在
工
事
が
進
む
海
峡
架
橋
の
先
進
地
、
瀬
戸
内
海
・
明
石
海
峡
大
橋
の
視
察
に
招
待
す
る
な
ど
、

積
極
的
な

P
R
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

海
峡
大
橋
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
国
の
研
究
機
関
や
民
間
団
体
等
の
中
で
下
北
半
島
側
、
大
間
・
戸
井
ル
ー
ト
一
七
・
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
ほ
か
に
、
津
軽
半
島
側
、
三
厩
村
竜
飛
崎
か
ら
松
前
町
白
神
岬
ル
ー
ト
一
九
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
同
じ
く
三
厩
村

か
ら
福
島
町
ル
ー
ト
ニ
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
二
つ
の
案
が
あ
る
。

こ
の
海
峡
大
橋
の
構
想
は
、
北
海
道
と
新
潟
県
を
含
む
東
北
七
県
で
組
織
す
る
北
海
道
・
東
北
二
十
一
世
紀
構
想
推
進
協
議
会
が

策
定
し
た
「
ほ
く
と
う
銀
河
プ
ラ
ン
」
を
は
じ
め
、
各
種
の
団
体
が
提
言
す
る
構
想
の
中
で
も
う
た
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
橋
梁
技
術

の
進
歩
は
恨
界
的
に
も
著
し
い
現
在
、
津
軽
海
峡
に
橋
を
架
け
る
こ
と
は
決
し
て
夢
で
は
な
い
、
十
分
実
現
可
能
で
あ
る
と
す
る
専

門
家
ら
の
声
も
多
く
、
夢
の
架
け
橋
と
し
て
ニ
―
世
紀
中
の
実
現
へ
向
け
、
大
間
町
民
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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図 6-I 津軽海峡現況図
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第6章 交通・通信

こ
う
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
、
当
地
に
定
着
し
た
廻
船
問
屋
も
多
く
、
大
間
の
伝
法
屋
・
熊
谷
屋
（
の
ち
旅
館
）

屋
・
若
狭
屋
・
佐
渡
屋
、
奥
戸
の
小
谷
屋
・
黄
金
屋
・
紀
国
屋
な
ど
が
定
住
し
た
。
ま
た
、
大
間
町
は
早
く
か
ら
北
海
道
へ
の
渡
り

口
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
松
前
藩
主
は
江
戸
往
復
の
折
、
伝
法
屋
と
熊
谷
屋
を
休
憩
所
に
指
定
し
て
い
た
と
い
い
、
二
階
建
て
嫌

い
の
藩
主
の
た
め
に
両
家
は
永
い
間
、
家
屋
を
二
階
建
て
に
す
る
こ
と
を
控
え
た
と
い
う
。

は
「
大
間
湊
に
は
六
百
石
、

し
か
し
江
戸
時
代
、
こ
の
地
の
中
心
的
港
は
大
間
の
南
方
奥
戸
川
河
口
に
位
置
す
る
奥
戸
港
で
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
―
―
-
）
の

『
雑
書
』
に
「
奥
戸
へ
上
方
船
四
艘
、
松
前
船
五
艘
」
と
あ
り
、
船
の
石
数
も
嘉
永
三
年
(
-
八
五

0
)
の
『
東
奥
沿
海
B
誌
』
に

千
石
位
の
船
も
少
し
」
「
奥
戸
湊
に
は
六
百
石
よ
り
千
石
の
船
十
五
艘
も
入
り
」
と
あ
る
。

物
で
、
下
り
荷
は
米
・
棠
・
木
綿
な
ど
で
あ
っ
た
。

津
軽
海
峡
に
突
き
出
し
て
い
る
大
間
町
の
地
理
的
特
色
は
、
水
産
・
山
林
資
源
を
中
心
と
す
る
交
易
の
中
継
地

点
と
し
て
海
上
交
通
を
発
展
さ
せ
た
。
江
戸
は
も
ち
ろ
ん
、
越
後
・
越
中
・
越
前
・
能
登
か
ら
上
方
へ
の
西
回

り
海
運
の
は
か
、
松
前
や
近
海
の
津
軽
諸
港
と
の
交
易
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
上
り
荷
は
南
部
檜
と
長
崎
俵
物
を
中
心
と
し
た
海
産

古
く
か
ら
海
上

警
備
の
重
要
地

第

一節

海
の
交
通

大
間
港
の
地
理
的
特
色

・
淡
路
屋
・
能
登
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第2節 海の交通

マ
ン
が
北
海
道
の
根
室
へ
上
陸
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
彼
は
日
本
と
の
通
信
・
交
易
を
求
め
た
が
、
国
策
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
幕
府
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、

以
来
ロ
シ
ア
人
は
千
島
列
島
や
北
海
道
地
方
に
接
近
・
上
陸
し
、

0
七
）
五
月
十
九
日
に
は
佐
井
灘
に
ロ
シ
ア
船
が
二
隻
現
れ
、
蛇
浦
で
は
沖
合
二
里
に
ま
で
そ
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

大
畑
か
ら
大
間
に
至
る
北
通
は
一
時
騒
然
と
し
た
。

か
や
た
て
ば

北
海
に
出
没
し
て
狼
藉
を
極
め
る
ロ
シ
ア
艦
船
に
対
応
し
、
南
部
藩
は
文
化
五
年
、
大
間
村
に
大
砲
台
場
五
か
所
（
萱
立
場
〈
道

ノ
上
〉
・
鳥
居
崎
・
高
石
・
高
磯
崎
・
日
廻
し
）
を
設
け
、
田
名
部
通
海
岸
に
大
砲
三
七
挺
を
設
憤
し
た
。
内
訳
は
尻
屋
二
挺
、
天

下
森
二
挺
、
色
見
崎
二
挺
、
二
枚
橋
崖
上
遠
見
番
所
・
赤
窟
蜂
煙
台
・
甲
岬
巨
霊
神
一
挺
、
下
風
呂
二
挺
、
易
国
間
二
挺
、
大
間
八

写真6-5 上空から見た奥戸（昭和40年代）

い
や
が
ら
せ
や
乱
暴
を
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
文
化
四
年
(
-
八

写真6-6

年
九
月
、

ロ
シ
ア
人
の
ア
ダ
ム
・
ラ
ッ
ク
ス

九
ー
一
八

O
1

)

 

に
入
っ
て
か
ら
で
、
同
四

戒
が
本
格
化
す
る
の
は
寛
政
年
間
（
一
七
八

海上安全を祈願する絵馬

そ
も
そ
も
、
沿
岸
警
備
の
た
め
大
間
崎
に

一
方
、
海
上
交
通
の
発
展
と
は
い
さ
さ
か

異
質
の
問
題
が
、
こ
の
地
理
的
特
色
に
含
ま

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
北
海
道
警
備
の
必
要
性

で
あ
っ
た
。

船
遠
見
番
所
が
置
か
れ
た
の
は
正
保
二
年

の
昔
だ
っ
た
が
、
北
辺
の
警

（
一
六
四
五
）
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第6章 交通・通信

大
間
要
塞
の

建

設

事

情

大
正
六
年
(
-
九
一
七
）

七
月
十
九
日
、
陸
軍
大
尉
東
久
遁
宮
殿
下
が
陸
軍
省
用
地
の
七
郎
平
と
大
間
平
原
野
を
視
察
さ
れ
る
た

め
、
青
森
港
よ
り
大
湊
要
港
部
所
属
の
駆
逐
艦
「
吹
雪
」
で
午
前
十
時
に
大
間
港
外
へ
投
錨
。
要
港
部
参
謀
長
の
東
条
大
佐
、
武
官

の
隈
岡
中
佐
ほ
か
数
名
の
海
軍
武
官
を
従
え
て
上
陸
さ
れ
、
陸
軍
用
地
を
巡
視
さ
れ
た
。
午
後
二
時
、
大
間
村
役
場
で
休
憩
さ
れ
た

が
、
こ
の
と
き
大
間
村
民
よ
り
水
鉢
に
入
れ
た
生
飽
と
干
飽
な
ど
が
殿
下
に
贈
ら
れ
た
。

歴
史
の
事
実
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
大
間
要
塞
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
大
間
は
文
化
年
間
(
-
八

さ
ら
に
―
二

0
年
ほ
ど
を
経
て
太
平
洋
戦
域

さ
れ
た
。

0
四
i
一八） 写真6-7 明治44年の奥戸村

挺
、
大
間
蜂
煙
台
・
材
木
一
挺
、
佐
井
三
挺
、
矢
越
八
挺
、
長
後
二
挺
、
牛
滝
二
挺
、
九
艘

泊
一
挺
、
川
内
一
挺
で
あ
り
、
大
砲
八
挺
と
蜂
煙
台
を
設
け
た
大
間
の
要
地
ぶ
り
が
う
か
が

え
る
。
安
政
二
年
(
-
八
五
五
）
に
は
高
磯
崎
に
も
船
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
、
翌
三
年
に

は
分
散
し
て
い
た
台
場
が
高
磯
崎
に
統
合
さ
れ
た
。

明
治
一
二
十
七
年
(
-
九

0
四
）
二
月
、
国
交
が
絶
た
れ
て
日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
際
、
ロ

シ
ア
の
艦
隊
が
函
館
要
塞
の
砲
撃
を
恐
れ
、
津
軽
海
峡
の
大
間
沖
を
航
行
し
た
。
こ
の
こ
と

は
北
海
道
海
域
の
警
備
上
、
大
き
な
屈
辱
と
な
っ
た
。
文
化
年
間
か
ら
大
間
を
国
防
上
の
重

要
地
と
定
め
、
陸
軍
で
は
大
間
牧
場
脇
に
監
視
哨
を
設
け
、
士
官
以
下
十
余
名
の
兵
士
を
常

駐
さ
せ
て
い
た
が
、
大
砲
の
整
備
が
な
か
っ
た
た
め
に
む
ざ
む
ざ
と
大
間
沖
を
航
行
す
る
ロ

明
治
四
十
一
年
十
一
月
、
大
間
付
近
一
帯
は
国
防
上
の
要
地
と
し
て
陸
軍
省
用
地
に
編
入

か
ら
国
防
上
の
重
要
地
域
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

シ
ア
艦
を
見
逃
す
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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図6-3 大間要塞図

0中隊の勢力は当初230名。その後逐次千島へ
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第 6章 交通・通信

論
が
国
民
の
注
目
を
引
く
よ
う
に
な
り
、
大
間
海
城
が
持
つ
国
防
上
の
重
要
性
は
さ
ら
に
緊
迫
し
た
も
の
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
大
正
十
五
年
二
九
二
六
）
六
月
十
三
日
付
『
下
北
新
報
』
の
記
事
を
紹
介
し
よ
う
。

大
間
鉄
道
の
速
成
は
本
郡
多
年
の
宿
望
で
あ
る
。
而
し
て
大
間
鉄
道
は
従
来
主
と
し
て
内
地
・
北
海
道
連
絡
時
間
短
縮
の
意

味
の
下
に
要
望
さ
れ
絶
叫
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
に
て
は
さ
ら
に
国
防
的
見
地
か
ら
一
層
そ
の
速
成
を
要
求
さ
れ

す
る
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

す
れ
ば
、

そ
れ
は
支
那
や
満
州
の
野
で
は
な
く
し
て
実
に
太
平
洋
の
東
海
面
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
は
、
想
像
す
る
に
難
く
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
際
に
お
け
る
津
軽
海
峡
は
、
国
防
上
す
こ
ぶ
る
重
要
な
位
罹
に
措
か
れ
る
こ
と
は
ま
た
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
三
か
月
後
の
同
新
聞
で
は
、
大
間
鉄
道
の
建
設
予
算
が
い
よ
い
よ
来
年
度
計
上
の
運
び
と
な
り
、

経
費
を
投
じ
て
三
年
後
に
は
二

o
o
o
i三
0
0
0
ト
ン
の
船
舶
が
碇
泊
で
ぎ
る
大
間
港
築
港
が
決
定
し
、
大
間
要
塞
の
建
設
と
と

も
に
三
大
事
業
が
一
気
に
完
成
す
る
日
の
遠
く
な
い
こ
と
を
予
告
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
間
要
塞
を
築
く
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
昭
和
十
年
(
-
九
三
五
）
三
月
二
十
五
日
に
津
軽
司
令
部
発
表
の
一
文
を
次

国
際
連
盟
を
離
脱
（
注
・
昭
和
八
年
三
月
）
し
て
名
誉
の
孤
立
を
守
り
、
場
合
に
依
っ
て
は
経
済
封
鎖
さ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
、
そ
の
時
こ
そ
は
我
が
国
は
友
邦
満
州
国
と
手
を
握
り
合
っ
て
、

い
け
な
い
。

に
紹
介
し
て
お
く
。

（略）

大
間
要
塞
は
ロ
ハ
今
建
設
中
で
あ
る
が

る
に
至
っ
た
。

こ
の
大
間
要
塞
は
そ
も
そ
も
何
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
敢
え
て
説
明
を
要

日
本
が
も
し
近
ぎ
将
来
に
お
い
て
武
力
を
も
っ
て
起
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
日
が
来
る
と

日
満
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
を
造
り
、

五
0
0
万
円
の

そ
れ
に
対
抗
し
な
け
れ
ば

日
満
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
を
造
っ
て
自
給
自
足
す
る
に
は
、
我
が
国
が
日
本
海
の
海
上
権
を
捏
り
、

日
鮮
・
日
満
の
交
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第 2節 海の交通

し
か
し

通
線
を
安
全
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
海
の
関
門
は
津
軽
、
朝
鮮
の
二
海
峡
な
り
。

大
間
は
津
軽
海
峡
中
最
も
狭
い
所
で
あ
る
。
こ
こ
を
一
度
他
国
に
侵
略
さ
れ
た
な
ら
ば
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
日
本
海
の
海
上

お
ろ

権
が
お
び
や
か
さ
れ
、
日
鮮
及
び
日
満
の
交
通
線
は
破
壊
さ
れ
、
自
給
自
足
は
愚
か
、
一
年
足
ら
ず
し
て
内
地
が
困
窮
に
陥
り
、

我
が
国
を
し
て
累
卵
の
危
き
に
陥
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
ア
ラ
ス
カ
か
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
群
島
の
防
備
を
厳
に
し
て
、
我
が
北
海
を
窺
う
こ
と
も
し
あ
り
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

か
よ
う
に
国
防
上
重
要
地
な
る
大
間
と
し
て
こ
こ
に
要
塞
を
築
き
、
北
門
の
重
鎮
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
初
期
の
船
便

人
ロ
・
戸
数
は
も
と
よ
り
、
集
落
の
形
成
や
港
湾
の
整
備
、
船
舶
数
な
ど
に
お
い
て
も
、
大
間
よ
り
奥
戸
の
方

が
い
ち
早
く
優
位
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
て
き
た
。

両
村
の
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、

明
治
十
三
年
二
八
八

0
)

戸
で
四
九
八
人
、
奥
戸
が
一
六
九
戸
で
九
五

0
人
と
、

大
奥
村
と
称
し
て
村
役
場
を
奥
戸
に
置
い
た
が
、

二
三
五
八
人
の
う
ち
、
大
間
一
九
二
戸
の
一

ほ
ぼ
一
対
二
の
割
合
。
二
十
二
年
に
町
村
制
施
行
で
大
間
と
奥
戸
を
合
併
し
、

五
年
後
の
二
十
七
年
が
二
七
三
戸
、

五
六
人
、
奥
戸
が
一
六
二
戸
で
一
〇
七
六
人
。
こ
れ
が
逆
転
し
た
の
は
村
役
場
を
大
間
に
移
転
し
た
三
十
七
年
六
月
で
、
三
五
五
戸
、

一
方
で
大
間
港
と
奥
戸
港
の
船
舶
の
盛
況
ぶ
り
を
見
る
と
、

遠
近
距
離
に
活

躍
し
た
弁
財
船

一
戸
で
七

明
治
二
十
年
ご
ろ
か
ら
大
間
港
を
経
て
北
海
道
か
ら
南
方

へ
輸
出
さ
れ
る
馬
匹
は
年
間
数
千
頭
に
及
ん
で
お
り
、
北
海
道
へ
送
ら
れ
る
牛
の
数
も
相
当
な
も
の
で
、
奥
戸
港
を
は
る
か
に
し
の

一
九

0
人
、
臭
戸
が
一
六
三
戸
の
一
―
六
八
人
で
あ
っ
た
。

一
八
三
―
一
人
。
う
ち
大
間
が

の
調
査
で
は
一
一
四
八
戸

一
四
四
八
人
。
こ
の
う
ち
大
間
が
七
九
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田
の
間
を
往
復
し
た
。

縄
綴
船
（
蝦
夷
船
）

丸

木

船

い
で
い
た
。

写真 6-10 蝦夷船

ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
丸
木
船
は
岬
や
河
川
を
渡
る
の
に
使
用
さ
れ
た
が
、

在
米
の
丸
木
船
の
大
型
の
も
の
で
、
沿
岸
の
漁
師
が
総
が
か
り
で
造
り
、
鳥
が
飛
ぶ
よ
う
に
走
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
早
鳥
」
と
呼

こ
の
早
烏
は
津
軽
海
峡
を
渡
り
、
津
軽
南
部
や
秋

主
と
し
て
下
北
半
島
と
北
海
道
と
の
交
流
に
使
用
し
た
船
で
、
当
時
で
三

0
0
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
た
。
丸
木
船
の
よ
う
に
船

つ
げ

底
を
作
り
、
両
側
に
薄
い
板
を
数
枚
継
ぎ
足
し
、
中
国
の
栂
の
皮
や
ッ
タ
類
で
綴
じ
合
わ
せ
、
水
が
浸
入
し
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
お
り
、
釘
を
一
本
も
使
っ
て
い
な
い
た
め
に
軽
く
て
扱
い
や
す
か
っ
た
。
二

o
o
i五
0
0
石

の
荷
を
積
み
、
扇
帆
を
使
用
し
た
。
永
禄
八
年
(
-
五
六
五
）
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
に
来

日
し
た
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
本
国
へ
送
っ
た
報
告
書
の
中
に
、
北
海
道
の
蝦
夷
船
が
出
羽
の
秋

田
へ
来
て
交
易
し
て
い
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
松
前
藩
主
が

幕
府
へ
送
っ
た
書
類
の
中
に
も
「
蝦
夷
地
よ
り
十
四
、
五
里
隔
て
し
所
の
島
々
へ
縄
綴
船
に
て
渡

海
候
」
と
あ
る
。
三
、
四
百
年
前
か
ら
盛
ん
に
航
行
し
て
い
た
船
の
様
子
が
わ
か
る
。

北
陸
・
東
北
・
北
海
道
の
北
前
航
路
に
当
た
る
地
域
で
用
い
ら
れ
た
一
―

1
0
0
石
く
ら
い
か
ら
一

0
0
0
石
積
み
の
和
船
。
ま
た
、
中
世
末
か
ら
明
治
初
年
ま
で
、
奥
羽
・
北
陸
諸
港
か
ら
日
本
海

弁
財
船
（
北
前
船
・
北
国
船
）

大
間
港
・
奥
戸
港
を
往
来
し
て
い
た
船
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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昭
和
四
年
に

初
の
定
期
船

船
で
五
、
六
人

を
通
り
、
敦
賀
・
小
浜
、
後
に
は
さ
ら
に
西
廻
り
海
路
で
大
坂
・
兵
庫
な
ど
の
諸
港
に
来
た
廻
船
で
、
北
国
船
・
北
前
船
と
も
い
っ
た
。

弁
財
船
は
元
来
、
一

0
0
石
積
み
か
ら
一

0
0
0
石
積
み
の
船
を
い
う
が
、
下
北
で
は
三

0
0
石
積
み
以
上
を
弁
財
船
、
三

0
0

み
で
一
五
ト
ン
、

一
石
は
米
二
俵
半
（
一
俵
六

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
一
五

0
キ
ロ
グ
ラ
ム

‘
1
0
0
石
積

1
0
0
0
石
積
み
で
一
五

0
ト
ン
で
あ
る
。
乗
組
貝
は
、
船
中
の
総
責
任
者
で
あ
る
「
船
頭
」
、
水
主
頭
で
梶
取

り
の
「
お
や
じ
」
、
船
首
で
磁
石
を
見
守
る
「
お
も
て
」
の
三
人
を
「
弁
財
三
役
」
と
い
い
、
三
役
を
含
ん
で
三
、
四
百
石
積
み
の

1
0
0
0
石
積
み
以
上
の
船
に
は
一
〇
ー
一
五
人
が
乗
り
込
ん
で
い
た
。

の

ぼ

に

大
間
か
ら
北
陸
方
面
行
き
の
弁
財
船
の
上
り
荷
に
は
南
部
ヒ
ノ
キ
材
を
中
心
に
コ
ン
ブ
・
イ
ワ
シ
・
シ
メ
カ
ス
な
ど
を
積
み
込
み
、

む
し
ろ

下
り
荷
は
米
・
酒
・
砂
糖
・
縄
・
筵
・
ろ
う
そ
＜
•
石
材
・
瀬
戸
物
・
塗
り
物
・
古
着
な
ど
を
仕
入
れ
て
帰
っ
た
。
北
陸
方
面
へ

は
、
時
に
瀬
戸
内
海
か
ら
大
坂
を
回
る
こ
と
も
あ
り
、
船
は
五

0
0
石
積
み
以
上
に
限
ら
れ
て
い
た
。

近
距
離
用
の
船
と
し
て
は
小
弁
財
船
（
二

0
0
ー
三

0
0
石
積
み
）
、

か
ら
津
軽
の
大
浜
・
小
泊
・
鰺
が
沢
、
松
前
の
福
山
・
江
差
な
ど
を
往
復
し
て
い
た
。

定
期
船
就
航

明
治
二
十
年
二
八
八
七
）
ご
ろ
、
大
間
港
で
回
漕
店
を
経
営
し
て
い
た
回
漕
業
者
は
若
狭
屋
・
蛯
子
修
吾
・
山

崎
屋
・
伝
法
屋
・
淡
路
屋
ら
で
、

石
積
み
以
下
を
小
弁
財
船
と
い
っ
て
い
た
。

天
当
小
廻
船
（
五

0
ー
一
三

0
石
桔
み
）

い
ず
れ
も
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

が
あ
り
、
大
間

そ
の
後
、
大
間
漁
業
組
合
が
発
足
し
て

貨
客
船
昭
運
丸
を
函
館
・
青
森
方
面
へ
運
航
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
続
い
て
広
谷
回
漕
店
が
共
栄
丸
（
貨
物
、
函
館
方
面
）
、
第
三

八
幡
丸
（
貨
・
客
、
函
館
・
青
森
方
面
）
、
第
五
八
幡
丸
（
貨
・
客
、
函
館
・
青
森
方
面
）
を
、
新
田
回
漕
店
が
八
盛
丸
（
貨
・
客
、
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写真 6-11 

写真 6-12 喜宝丸

写真 6-13 

第2.第5八幡丸

初期の定期船（八幡丸）

第
三
八
幡
丸

奥
戸
ー
大
間
ー
函
館
定

ニ
四
ト
ン

昭
和
十
一
年
の
次
の
よ
う
な

資
料
が
残
っ
て
い
る
。

れ
ら
の
船
は
、
第
三
•
第
五
八

幡
丸
と
改
称
し
た
。

取
り
扱
い
を
し
た
。

の
ち
に
こ

函
館
方
面
）
、
勝
栄
丸
（
貨
・
客
、
函
館
方
面
）
を
、
松
岡
回
漕
店
が
白
山
丸
（
貨
、
函
館
方
面
）
、
大
間
丸
（
貨
、
青
森
方
面
）
を

運
航
さ
せ
た
。
発
動
機
船
が
初
め
て
大
間
港
に
登
場
し
た
の
は
大
正
二
年
(
-
九
一
三
）
で
、
木
村
力
衛
ほ
か
十
数
人
所
有
の
喜
宝

丸
、
翌
三
年
に
は
広
谷
広
三
所
有
の
福
栄
丸
、
矢
越
作
蔵
ほ
か
数
人
所
有
の
稲
荷
丸
が
沿
岸
航
路
に
使
わ
れ
た
。
広
谷
広
三
・
山
崎

ほ
し
け

初
三
郎
に
よ
っ
て
孵
組
合
が
誕
生
し
た
の
も
大
正
三
年
で
あ
る
。

そ
し
て
、
大
間
—
函
館
間
に
定
期
航
路
船
が
就
航
し
た
の
は
昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
六
月
三
日
で
あ
っ
た
。
函
館
市
の
橋
谷
常

吉
と
大
間
の
新
田
回
漕
店
の
取
り
扱
い
汽
船
で
あ
る
第
三
能
登
丸
（
九
九
ト
ン
、
船
員
六
人
）
、
発
動
機
船
の
大
盛
丸
(
-
八
ト
ン
、

船
員
五
人
）
、
勝
栄
丸
(
-
九
・
八
ト
ン
、
船
貝
五
人
）
、
八
盛
丸
(
-
八
ト
ン
、
船
員
五
人
）
の
う
ち
、
八
盛
丸
を
中
心
と
し
て
航

海
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
定
期
航
路
と
は
い
う
も
の
の
、
当
初
は
気
候
な
ど
の
理
由
で
簡
単
に
欠
航
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

奥
戸
港
で
は
大
正
三
年
発
動
機
船
航
路
が
開
か
れ
、
大
正
八
年
に
奥
佐
運
輸
株
式
会
社
が
第
一
八
幡
丸
•
第
二
八
幡
丸
を
も
っ
て

函
館
・
青
森
航
路
に
就
航
さ
せ

た
の
ち
、
宮
野
回
漕
店
が
貨
客
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写真 6-14 

写真 6-15 

一
回
に
バ
ス
な
ら
五
台

そ
れ
に
乗
客
五

0
0
人

ト
ル
）
を
一
時
間
四

0
分
で
渡
る
こ
と
が
で
き

田
船
渠
で
道
南
海
運
が
九
六

0
0
万
円
で
建
造
し

た
新
型
車
両
運
搬
船
で
、
速
さ
は
一
三
・
五
五
ノ
ッ

ト
、
函
館
ー
大
間
間
の
津
軽
海
峡
（
三
五
キ
ロ
メ
ー

フェリー待ちのトラック

積み荷風景

て
函
館
港
に
姿
を
現
し
た
。
静
岡
県
下
田
市
の
下

よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

同
年
六
月
二
十
四
日
付
の

『
北
海
道
新
聞
』

五
―
•
四
五
ト
ン
）
が
登
場
し
た
。

フ
ェ
リ
ー
ポ

ー
ト
の
就
航

14
の
よ
う
に
な
る
。

第
五
八
幡
丸

こ
れ
が
昭
和
十
五
年
に
は
、
表
6
|
3
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
。

こ
こ
で
昭
和
五
年
か
ら
一

0
年
間
の
大
間
港
へ
の
入
港
船
舶
・
輸
出
入
額
・
ト
ン
数
・
乗
客
・
船
種
な
ど
を
見
る
と
、
表
6
|
4
ー

昭
和
三
十
九
年
二
九
六
四
）
六
月
、
津
軽
海
峡
を
挟
む
本
州
と
北
海
道
の
最
狭
部
で
あ
る
大
間
ー
函
館
間
に
、

日
本
で
最
初
の
外
洋
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
道
南
海
運
株
式
会
社
（
現
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
）

函
館
市
と
青
森
県
下
北
郡
大
間
町
を
結
ぶ
新
造

フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
大
函
丸
が
二
十
四
日
朝
、
初
め

期

三
0
ト
ン

―
一
日
に
一
航
海

一
人
一
円
五

0
銭

奥
戸
I

青
森
定
期

二
日
に
一
航
海

一
人
二
円
五

0
銭

は
次
の

の
大
函
丸
（
四
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表6-3 昭和15年当時の定期航路

: 航路別

就航船
船 主 名起点ー終点 寄港回数

隻数トン数
貨客別

大間一函館
川崎回漕店

函館航路
函館ー大間

月 30回 3 70 奥佐運輸会社 貨・客

大間漁業組合

青森航路 大間一青森 月 15回 2 46 
奥佐運輸株式会社

貨・客
大間漁業協同組合

表6-4 入港船舶隻数・トン数（総トン数）

漁 船 貨 船 貨客船 ムロ 計
年別
隻数 トン数 隻数 トン数 隻数 トン数 隻数 トン数

昭和5年 3,615 54,225 1,419 24,123 2,490 52,290 7,521 130,638 

6年 3,986 63,776 1,628 28,490 2,417 50,752 8,032 148,318 

7年 3,817 59,162 1,546 27,070 2,467 51,810 7,830 138,043 

8年 4,114 61,710 1,530 27,540 2,411 51,321 8,055 140,571 

9年 4,562 77,554 1,661 29,802 2,620 53,842 8,842 161,198 

10年 4,531 74,761 1,608 29,728 2,710 56,314 8,849 160,800 

11年 4,721 80,258 1,691 30,483 2,660 54,315 9,072 165,058 

12年 4,711 80,870 1,701 32,319 2,980 59,312 9,392 171,718 

13年 4,986 85,759 1,746 33,174 3,150 63,115 9,882 182,048 

14年 4,892 84,142 1,811 34,409 3,166 66,007 9,869 184,558 

に
運
び
、
七
月
二
日
か
ら
定
期
航
路
を

行
生
を
バ
ス
五
台
に
乗
せ
た
ま
ま
函
館

西
浜
岸
壁
に
接
岸
し
た
純
白
の
船
体

は
二
十
五
日
ま
で
船
内
の
備
品
整
備
や

接
岸
テ
ス
ト
、
大
間
ま
で
の
航
海
テ
ス

ト
を
行
い
、
二
十
七
日
に
は
初
の
乗
客

と
し
て
青
森
か
ら
鶴
田
中
学
の
修
学
旅

が
乗
せ
ら
れ
、
車
に
乗
っ
た
ま
ま
渡
る

こ
と
が
で
き
る
。

写真 6-16 室蘭航路に就航した

フェリー第2室蘭丸
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表6-5 出入貨物トン数と価格

移 出 移 入 ムロ 計
年 度

トン数 価格（千円） トン数 価格（千円） トン数 価格（千円）

昭和 5年 10,340 923 20,104 820 30,444 1,743 

6年 20,330 941 21,210 765 41,570 1,706 

7年 20,150 955 21,100 736 41,250 1,691 

8年 23,200 990 22,800 886 46,000 1,876 

9年 17,470 731 23,900 808 41,370 1,539 

10年 21,010 889 24,830 821 45,840 1,710 

11年 20,280 887 25,770 1,099 46,050 1,986 

12年 23,250 1,049 28,570 1,206 51,820 2,255 

13年 28,050 1,026 28,550 1,329 56,600 2,355 

14年 26,460 1,729 29,860 1,409 56,320 3,138 

表 6-6 汽船•発動機船・帆船別入港隻数とトン数

汽 船 発動機船 帆 船 人ロ 計
種別
隻数 トン数 隻数 トン数 隻数 トン数 隻数 トン数

昭和5年 36 1,736 6,702 102,601 783 26,301 7,521 130,638 

6年 29 1,452 7,316 135,661 686 11,205 8,031 148,318 

7年 38 1,938 6,864 98,480 928 37,625 7,830 138,043 

8年 49 2,938 7,174 lll, 107 832 26,526 8,055 140,571 

9年 37 1,656 8,036 132,227 769 27,315 8,842 161,198 

10年 42 2,115 7,899 121,860 908 36,825 8,849 160,800 

11年 47 2,515 8,318 142,454 712 20,087 9,072 165,056 

12年 49 2,792 8,587 140,913 756 28,013 9,392 171,718 

13年 59 4,792 8,646 133,552 1,187 43,704 9,882 182,048 

14年 130 10,040 9,131 165,398 608 9,120 9,869 184,558 

表6-7 入港汽船トン級別隻数とトン数調べ（昭和14年）

50トン以上 50トン未満

隻数 1,2so Iトン数 93,440 I隻数 8,589 トン数 91,118 
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表 6-8 孵船隻数とトン数（昭和14年）

隻数およびトン数 孵船トン級別隻数

隻数 5 トン数 30 I 5トン以上 2 | 5トン未満 3 

表6-9 小廻船隻数及トン数（昭和14年）

隻数およびトン数 小廻船トン級別隻数

隻 数 8 1 トン数 130 I sトン以上 8 1 5トン未満

表6-I 0 地元漁船発動機船トン級別隻数（昭和14年）

20トン以上 0 110トン以上 12 I 5トン以上 8 
5トン未満

42 
（小型動力付漁船）

表 6-11 発動機船以外地元漁船隻数（昭和14年）

4 間 4 I 3 間 627 I 2 間 298 合 計 929 

表6-12 地元船以外漁船1年間人港隻数（昭和14年）

1月12月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月合計

2 1 3 1 15 14 21 25 20 8 llO 

表6-13 避難船の入港隻数とトン数調べ

: '「別

汽 船 発動機船 帆 船 合 計

隻数 トン数 隻数 トン数 隻数 トン数 隻数 トン数

昭和10年 308 4,512 995 8,512 1,303 13,024 

11年 44 2,552 7,782 124,752 7,826 127,304 

12年 904 13,088 301 3,041 1,205 16,129 

13年 2 120 916 12,175 738 7,591 1,656 19,886 

14年 1 98 702 9,810 215 3,005 918 12,913 
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第2節 海の交通

乗降船客数調べ（昭和14年）

I乗 船

表 6-14 

11,5181降 船 12,780 I合 計 24,2981 

図6-4 航路別航送実績（昭和42年11月）

函
％
ー

大

64
台

＼
 

8
 

41

三

フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の
就
航
は
、
大
間
町
民
に
と
っ

し
、
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
事
業
が
最
適
と
考
え
た
結
果
、

蔦
井
自
身
は
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
よ
り
ホ
ー
バ
ー
ク

運
航
す
る
。

リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
に
横
た
わ
る
ド
ー
バ
ー
海
峡

で
、
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
と
と
も
に
自
動
車
を
船
で

運
ぶ
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
事
業
を
視
察
し
、
長
年
に
わ

た
っ
て
離
島
航
路
事
業
を
経
営
し
て
き
た
経
験
か
ら
、

北
海
道
1

本
州
間
の
自
動
車
航
送
の
事
業
化
に
つ
い

て
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

ラ
フ
ト
に
関
心
を
持
っ
た
が
、
津
軽
海
峡
の
場
合
は

波
浪
が
荒
く
て
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
無
理
と
判
断

こ
の
日
の
大
函
丸
の
実
現
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

て
函
館
と
の
距
離
を
い
っ
そ
う
縮
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
朝
の
便
で
函
館
に
行
き
、
買
い
物
や
病
院
で
の

治
療
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
用
事
を
済
ま
せ
、
午
後
の
便

で
婦
る
と
い
う
こ
と
が
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
る
よ
う

同
社
の
蔦
井
社
長
は
昭
和
三
十
七
年
九
月
、
イ
ギ
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第 6章交通・通信

表 6-15 東日本フェリー（株）大間～函館航路輸送実績表（出入港合計）

トラック 乗用車 ノゞ ス
自動二輪

旅 客
自転車

昭和39年 1,326台 910台 33台 ームロ 17,144人

40年 3,300 3,300 122 24,562 

41年 6,874 3,236 135 845 29,443 

42年 21,026 7,874 483 2,304 33,096 

43年 29,359 11,149 1,345 2,406 45,845 

44年 34,304 17,053 1,099 2,890 59,609 

45年 43,422 24,089 1,271 4,575 72,654 

46年 37,766 32,406 1,467 4,761 73,982 

47年 41,134 35,861 1,381 4,363 82,417 

48年 40,150 39,264 1,336 3,815 86,443 

49年 13,233 29,370 1,066 3,302 92,180 

50年 10,784 27,147 630 3,179 58,563 

51年 8,191 26,244 595 2,637 59,590 

52年 8,287 22,930 624 2,048 93,589 

53年 7,799 23,537 479 1,534 102,716 

54年 6,493 22,134 420 2,194 102,503 

55年 5,139 18,569 418 2,369 117,127 

56年 4,713 18,838 388 2,812 93,534 

57年 4,259 18,332 360 3,945 90,357 

58年 4,167 17,823 353 4,426 60,042 

59年 4,227 17,350 288 5,067 57,702 

60年 4,276 18,084 289 5,736 86,991 

61年 4,219 17,886 247 5,509 83,680 

62年 3,602 18,294 224 5,333 79,211 

63年 3,182 19,860 267 5,959 90,960 

平成 1年 3,588 23,108 259 5,942 133,312 

2年 3,997 25,506 304 5,859 147,911 

3年 3,575 26,149 351 5,314 155,243 

4年 3,187 25,172 339 5,209 153,614 

5年 3,499 22,139 258 4,245 146,991 

6年 3,258 26,246 308 4,939 165,542 

7年 2,874 26,098 367 4,722 161,947 
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第2節 海の交通

現
在
修
築
中
の

内
港
を
取
り
囲
む
岩
礁
を
基
礎
と
し
て
修
築
す
る

理
想
に
は
は
ど
遠
い
。

つ
ま
り

百
ト
ン
級
の
船
舶
を
収
容
で
き
る
程
度
に
す
ぎ
ず
、

写真 6-17 

写真6-18 

築
は
完
了
す
る
と
い
う
も
の
の
、
わ
ず
か

ま
た
、
本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
産
業
・
観
光
の
動
脈
と
な
っ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
特
に
昭
和
四
十
六
、
四
十
七
年
ご
ろ
は
利

フ
ェ
リ
ー
の
着
岸
を
待
つ
ト
ラ
ッ
ク
や
観
光
バ
ス
で
あ
ふ
れ
る
光
景
も
見
ら
れ
た
。

大
間
港
修
築
工
事

昭
和
十
五
年
(
-
九
四

0
)
九
月
、
大
間
要
塞
司
令
部
の
許
可
を
得
て
発
表
さ
れ
た
「
大
間
港
修
築
計
画
に
関
す

現
在
施
行
中
の
修
築
工
事
（
青
森
県
施
行
、

費
四
八
万
円
、

よ
っ
て
、

十
七
年
度
竣
工
予
定
）

工

大
間
港
第
一
期
計
画
で
あ
る
内
港
の
修

外
港
の
修
築
を
完
成
さ
せ
て
、
よ
う
や
く
理
想
の

域
に
到
達
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

の
完
成
に

大正ごろの大間港

は
要
約
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

割石方面から望む大間港

乗
降
船
客
数

一
五

0
万
人

る
調
査
書
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
趣
旨

四

用
も
ピ
ー
ク
に
達
し

に
な
り
、
フ
ェ
リ
ー
の
生
活
航
路
的
な
役
割
も
定
着
し
た
。
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図6-5

第6章交通・通信

昭和15年の大間港修築計画図
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第2節 海の交通

修
築
費
総
額

四

八

万

円

残
念
な
こ
と
に
地
勢
の
関
係
上
、
後
方
の
地
域
が
偏
狭

で
あ
る
た
め
、
物
資
の
集
散
が
思
う
よ
う
に
運
ば
な
い
と

い
う
欠
陥
は
あ
る
も
の
の
、
大
局
的
に
見
て
本
州
と
北
海

か
ら
ふ
と

道
と
の
連
絡
、
本
州
や
樺
太
と
の
経
由
地
点
と
し
て
判
断

す
れ
ば
、
地
元
物
資
の
集
散
な
ど
の
問
題
は
さ
ほ
ど
意
に

介
す
る
必
要
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

十
七
年
度
に
完
通
予
定
の
大
間
鉄
道
は
、
単
に
大
間
鉄

道
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
国
益
上
か
ら
も
東
北
本
線
の
幹

線
と
す
る
こ
と
が
最
大
の
肝
要
事
で
あ
る
。
今
、
大
間
港

の
修
築
計
画
に
当
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
出
入
貨
物
三

0
0

万
ト
ン
、
乗
降
船
客
数
一
五

0
万
人
の
消
化
を
目
標
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

う
ち
、
大
間
港
の
自
然
状
況
に
触
れ
て
お
こ
う
。

大
間
港
の
付
近
一
帯
の
海
底
は
お
お
む
ね
岩
盤
で
あ
る
が
、
港

内
の
一
部
に
は
堆
積
土
砂
が
見
ら
れ
る
。
沿
岸
の
潮
流
は
高
潮

の
と
き
強
く
、
低
潮
時
に
弱
く
な
る
。
大
間
港
か
ら
南
西
八
三

度
の
北
海
道
南
端
白
神
岬
と
、
南
西
六
五
度
の
津
軽
半
島
北
端

こ
こ
で
、
大
間
港
に
関
す
る
諸
調
査
事
項
の

図6-6 現在の大間湾周辺

績●内鳩鼠

も
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第 6章 交通・通信

ル
程
度
で
あ
る
。

た
っ
ぴ
ぎ
き

の
竜
飛
崎
の
間
は
、
開
け
て
遮
る
も
の
の
な
い
日
本
海
に
面
し
て
お
り
、
秋
季
と
冬
季
は
こ
の
方
面
か
ら
の
波
浪
が
最
も
激
し
く
、

波
の
高
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
た
だ
、
北
お
よ
び
北
西
は
対
岸
距
離
が
短
く
、
最
高
で
も
ニ
メ
ー
ト

付
近
の
海
底
一
帯
は
岩
盤
だ
が
、
北
方
の
漂
砂
（
流
動
す
る
土
砂
）
は
西
ま
た
は
西
南
西
の
暴
風
の
際
の
激
浪
に
よ
っ
て
攪
乱
さ

れ
、
横
磯
の
北
端
か
ら
港
内
に
旋
回
浸
入
す
る
波
浪
と
と
も
に
、
少
し
ず
つ
南
進
し
て
漂
流
す
る
。
以
前
は
、
高
磯
と
横
磯
を
洗
う

よ
う
に
越
え
て
港
内
に
侵
入
し
て
く
る
波
浪
が
、
港
内
の
水
位
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
に
潜
流
を
生
じ
、
海
底
の
漂
砂
を
港
口
か
ら
吐

き
出
す
よ
う
に
堆
積
さ
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
本
港
に
流
入
す
る
大
間
川
や
カ
ッ
ト
シ
川
は
流
城
が
小
さ
く
、
河
床
も
お
お
む
ね
岩

盤
で
あ
る
た
め
に
流
出
す
る
土
砂
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。

気
象
面
で
は
、
本
港
が
西
に
面
し
て
い
る
た
め
、
冬
期
の
最
も
寒
い
と
き
は
氷
点
下
―

1
0度
に
達
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
風

の
強
い
と
き
は
少
量
の
積
雪
も
あ
る
。
風
は
西
か
ら
の
も
の
が
最
も
多
い
。
臨
港
地
は
千
潮
面
上
で
ニ
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
、
付
近

の
土
地
は
な
べ
て
丘
陵
地
帯
で
あ
り
、
平
均
一

0
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。

既
設
工
種
の
内
容
、
起
エ
・
竣
工
年
月
、
エ
費
な
ど
は
表
6
|
1
6
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表
6
-
16 
大
間
港
の
修
築

帯似S尭振8抵

既
設
工
種

内
容

起
工
年
月
竣
工
年
月
工
費
施
工
者

長
2
2
0
m
高
2.5
法m
五
（
分干
潮
面
上
）

円

石
積
防
波
堤
天
端
幅
3
5
m
両

大
正
2
年
大
正
4
年

12,000 
県
工
事

西
防
波
堤
堤
）
 
長
4
0
m
高
2
.
5
m
（同）

昭
和
7
年
昭
和
8
年

｝
 
時
局
匡
救
（
村
土
営
木
工
事
事
業）
 

（
混
淀

天
端
幅
6
m

50,000 
物
揚
場
護
岸
長
2
3
8
.
4
m
高
2
.
0
m
（同）

＂ 
”
 

同
上
長
5
7
.
5
m
高
2
.
0
m
（同）

9
年

9
年

7,000 
冷
害
救
済
県
知
事

西
防
波
（
堤
断
足
長
8
.
5
m
高
2
.
5
m
（同）

”
 
”
 ｝
 

混
淀
土
）
天
端
幅
7
m

25,000 
事
地
業
方
村
振
営興
町
村
土
木

船
（
混
淀
曳
土
帳
り
場）
 
長
4
1
8
m

”
 
”
 

荷
揚
場
舗
装

10
年

10
年

9,000 
冷
害
救
済
土
木
事
業

防
（
西
波
防
波
堤
堤）
 
既
設
西
防
波
高
堤 2
に
継
足
(
長
8
3
.
2
m

(127,000) 
幅
貝
s
m
.
5
m
 
干
潮
面
上
）

同
長高
2
7
0
m
 
幅
貝
5
.
0
m

(47,000) 
（
北
防
波
堤
）
2
.
0
m
 

（
同
）

防
砂
堤
長
1
5
8
m
幅
員
3
.
0
m

(12,000) 
天
端
高
2
.
0
m

（
同
）

岸
壁
長
1
6
6
m
水
深
3
.
0
m

13
年

18
年
(18,000) 

国
庫
240,000 

天
端
高
2
.
0
m

（
同
）

県
120,000 

既
設
石
積
防
波
堤
の
外
（
側
に

10
月

3
月
480,000 

地
元
120,000 

護
岸
擁
壁
長
2
1
0
m
高
4
.
0
m
同
）

(11,000) 
（
県
直
営
）

浚
渫
岸
物
壁
揚
前
場
面
前
面8,200m'

を
水
深
3
m
既

(153,000) 
設

に
6,900m'
を
水
深
2
m

埋
立
岸
土
砂壁
の
背
後
約
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
浚
渫

に
て
埋
立

其
ノ
他
・
事
務
費

(112,000) 
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第6章 交通・通信

第
三
節

弁
天
島
と
灯
台

弁
天
島
と
信
仰

本
州
最
北
端
の
地
、
大
間
崎
お
よ
び
弁
天
島
周
辺
が
、
昭
和
四
十
一
年
(
-
九
六
六
）
七
月
に
下
北
半
島
国
定
公

園
の
指
定
を
受
け
、
二
年
後
の
国
道
二
七
九
号
線
の
開
通
と
「
む
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
」
の
完
成
に
よ
っ
て
、
長

ら
く
陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
下
北
半
島
の
観
光
開
発
も
、
い
よ
い
よ
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。

大
間
港
は
北
海
道
と
の
最
短
距
離
に
あ
り
、
対
岸
の
汐
首
岬
ま
で
一
七
•
五
キ
ロ
、
函
館
市
ま
で
三
五
キ
ロ
で
あ
り
、
晴
天
の
日

に
は
北
海
道
の
山
肌
が
真
近
に
望
め
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
海
の
ロ
マ
ン
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
弁
天
島
を
望
む
大
間
港
の
突

端
に
は
「
こ
、
本
州
最
北
端
の
地
」
と
い
う
碑
が
あ
り
、
既
に
下
北
観
光
の
目
玉
に
な
っ
て
い
る
。

弁
天
島
は
大
間
岬
の
東
北
端
の
海
上
六

0
0
メ
ー
ト
ル
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
周
囲
一
里
（
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
東
西
二
町
二
九

間
（
約
二
七

0
メ
ー
ト
ル
）
、
南
北
三
町
二

0
間
（
約
三
六

0
メ
ー
ト
ル
）
の
全
島
岩
石
の
島
で
あ
り
、
『
新
撰
陸
奥
国
誌
』
に
よ
れ

ば
「
岩
石
の
高
き
と
こ
ろ
五
丈
（
約
一
五
メ
ー
ト
ル
）
、
東
を
大
フ
ト
、
西
を
汐
口
、
南
を
カ
カ
リ
、
北
を
沖
の
間
と
い
う
」
と
説

ま
た
、
『
東
奥
沿
海
日
誌
』
（
松
浦
武
四
郎
著
）

明
さ
れ
て
い
る
。

全
島
岩
石
か

ら
成
る
小
島

に
は
、
こ
の
地
を
測
量
し
た
伊
能
忠
敬
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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第 3節 弁天島と灯台

七
一
五
）
八
月
（
中
御
門
天
皇
）

ノ
銘
ア
リ
。

（
一
八

O
1

)

十
月
で
、

そ
の
岬
に
並
び
て
ま
た
島
あ
り
、
弁
天
島
と
い
え
り
。
船
は
み
な
こ
の
島
か
げ
に
あ
り
、
人
家
六
、
七
十
軒
、
上
町
と
下
町

と
並
ぶ
。
こ
こ
へ
も
ま
た
近
年
船
番
所
を
た
て
、
出
入
り
の
船
を
改
む
。
村
内
庵
二
か
所
、
氏
神
様
あ
り
、
こ
こ
へ
九
州
天
草

の
六
十
六
部
住
庵
致
し
け
る
故
、
そ
の
か
た
に
い
た
り
て
一
宿
す
。
伊
能
勘
解
由
測
量
、
一
極
高
四
十
一
度
三
分
な
り
。

幕
府
の
命
に
よ
っ
て
伊
能
忠
敬
が
江
戸
か
ら
太
平
洋
岸
沿
い
に
北
上
し
、
下
北
半
島
へ
測
量
の
足
を
伸
ば
し
た
の
は
享
和
元
年

十
九
日
下
風
呂
・
異
国
間
を
過
ぎ
、
二
十
日
に
は
蛇
浦
・
大
間
・
奥
戸
を
経
て
佐
井
に

十
八

B
に
大
畑
、

至
っ
た
が
、
大
間
岬
測
量
の
日
は
一
日
中
風
雨
が
激
し
く
、
夜
に
な
っ
て
大
風
雪
に
な
っ

一
面
の
雑
草
の
中
に
島
ユ
リ
や
ア
ザ
ミ
の
花
が

ほ
こ
ら

咲
き
こ
ぼ
れ
、
島
の
中
ほ
ど
に
は
由
緒
不
明
の
弁
天
様
の
祠
が
あ
っ
た
。

お
く
つ
し
ま
ひ
め
の

弁
天
島
ノ
中
央
高
キ
処
御
殿
卜
称
シ
、
岩
石
ヲ
畳
テ
祠
ト
ナ
シ
、
正
面
温
津
島
姫

叫
左
迂
犀
茸
年
‘
右
固
豆
ppe
ヲ
祀
ル
。
祠
ノ
地
中
二
秘
石
ヲ
蔵
シ
、
形
鶏
卵

二
以
テ
大
キ
サ
尺
余
、
ソ
ノ
響
キ
鐘
ノ
ゴ
ト
シ
ト
イ
フ
。

神
体
ハ
石
像
ニ
シ
テ
海
中
ヨ
リ
出
デ
シ
ト
イ
フ
。
寄
進
ノ
鰐
口
二
正
徳
五
年
（
一

殿
上
二
立
ッ
テ
目
ヲ
放
テ
バ
岩
木
山
、
遠
ク
西
南
ノ
煙
波
ノ
間
二
翁
へ
、
津
軽
半

弁

天

祠

い
て
『
大
奥
村
誌
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

海
上
安
全
の

弁

天

信

仰

高
い
山
で
あ
っ
た
。

た
と
い
う
。

こ
れ
に
つ

も
ち
ろ
ん
大
間
灯
台
が
建
つ
以
前
の
昔
、
弁
天
島
の
そ
の
辺
り
は
小

写真 6-19 かつての弁天信仰
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リ
。
風
光
雄
大
ニ
シ
テ
マ
タ
壮
観
ナ
リ
。
弁
天
島
付
近
ハ
海
峡
ニ
オ
ケ
ル
潮
流
ノ
最
モ
険
悪
ナ
ル
航
路
ニ
シ
テ
、
航
海
者
ノ
特

二
戒
心
ス
ル
処
、
古
来
内
外
船
舶
ノ
難
二
罹
ル
モ
ノ
多
ク
、
挙
ゲ
テ
数
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
シ
カ
モ
之
ヲ
予
防
警
戒
ス
ベ
キ
灯
台
ノ

設
ナ
キ
ハ
、
聖
冊
ノ
欠
点
ナ
リ
ト
イ
フ
ベ
シ
。

こ
の
弁
天
島
が
あ
る
津
軽
海
峡
は
、
太
平
洋
と
日
本
海
と
の
唯
一
の
通
路
で
、
船
舶
の
往
復
が
頻
繁
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

し
、
夏
季
（
五
ー
七
月
）

は
濃
霧
を
生
じ
、

写真 6-20 弁天島全景

冬
季
は
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
の
西
風
が
強
烈
で
、
し
ば
し
ば
大
吹
雪
・
大
暴
風
雨
と
な
る
。

と
り
わ
け
大
間
の
弁
天
島
の
沖
合
は
潮
流
が
速
く
、
大
型
汽
船
で
も
進
路
を
誤
っ
て
所
々
に
散
在
す
る
暗
礁
や
弁
天
島
な
ど
へ
乗
り

上
げ
、
船
体
を
破
損
し
た
も
の
や
沈
没
し
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
も
の
が
非
常
に
多
い
。

地
元
の
イ
カ
釣
り
舟
の
遭
難
も
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
危
険
地
域
で
、
慶
長
(
-
五
九
六
ー
一
六
一
五
）
、
元
文
（
一
七
三
六

1
四

-
）
の
昔
か
ら
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
船
が
難
破
し
て
お
り
、
江
戸
後
期
か
ら
は
外
国
船
の
遭
難
か
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
元
治

写真 6 21 弁天神社本殿

写真 6-22 弁天神杜拝殿

応
ヘ
ン
ト
ス
。
東
方
長
蛇
ノ

尻
矢
崎
ニ
シ
テ
、
対
岸
恵
山A

 

し
カ

崎
卜
戦
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
似
夕

ゴ
ト
ク
海
二
横
タ
ハ
ル
モ
ノ

バ
函
館
、
汐
首
岬
、
呼
ベ
バ

ト
近
ク
相
対
シ
テ
津
軽
海
峡

ヲ
拒
シ
、
更
二
眼
ヲ
転
ズ
レ

岬
ト
ナ
リ
、
渡
島
ノ
白
神
岬

島
ノ
連
峰
北
二
奔
リ
テ
竜
飛
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総
合
灯
台
か

ら
無
人
化
へ

）
と
が
で
き
る
と
信
じ

メ
リ
カ
商
船
が
遭
難
。

明
治
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）

元
年
二
八
六
四
）
十
月
末
に
は
イ
ギ
リ
ス
商
船
が
弁
天
島
で
破
船
。
慶
応
三
年
(
-
八
六
七
）
七
月
に
は
大
間
沖
の
貝
殻
瀬
で
ア

に
イ
ギ
リ
ス
船
ボ
ワ
ン
号
が
大
間
沖
で
座
礁
。
同
三
十
五
年
に
は
イ
ギ
リ
ス

商
船
の
ア
ス
ト
ン
号
（
三

0
0
0
ト
ン
）

が
弁
天
島
沖
合
の
大
間
瀬
で
座
礁
・
沈
没
。

じ
く
イ
ギ
リ
ス
船
ラ
ン
ゴ
号
（
五

0
0
0
ト
ン
）

が
弁
天
島
で
座
礁
し
、
船
体
が
二
つ
に
折
れ
て
後
半
部
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

旧
―
二
月
三
日
、
新
暦
の
四
月
三
日
は
島
の
弁
天
様
の
例
祭
で
あ
る
。
漁
師
に
と
っ
て
唯
一
の
海
上
安
全
祈
願
の
日
、
神
楽
を
舞
い

一
年
の
海
の
安
全
を
祈
る
日
で
あ
る
。
こ
の
日
、
漁
師
は
早
朝
に
起
き
、
漁
船
を
丁
寧
に
掃
き
浄
め
、
塩
を
ま
い
て
悪
魔
払
い
を
行

い
、
前
夜
の
う
ち
に
用
意
し
た
女
房
手
づ
く
り
の
料
理
を
重
箱
に
詰
め
、

次
い
で
、

た
船
を
並
べ
て
弁
天
島
へ
向
か
う
。
そ
し
て
、
小
高
い
山
に
あ
る
弁
天
様
の
祠
の
前
で
、
海
底
に
眠
る
肉
親
や
友
人
の
冥
幅
を
祈
る
。

お
は
ら
い
を
受
け
た
漁
師
た
ち
は
持
参
の
酒
を
飲
み
、
弁
天
様
の
前
で
海
上
安
全
を
祈
念
し
な
が
ら
神
楽
を
舞
い
踊
る
。

こ
の
弁
天
島
に
だ
れ
が
嗣
を
建
て
た
の
か
知
る
者
は
い
な
い
が
、

こ
の
祭
事
を
永
く
親
か
ら
子
へ
、

大
間
崎
灯
台

そ
し
て
大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
九
月
、
同

子
か
ら
孫
へ
と
伝
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
大
奥
村
誌
』
を
し
て
「
灯
台
ノ
設
ナ
キ
ハ
聖
世
ノ
欠
点
ナ
リ
」
と
膜
か
せ
た
。

そ
の
灯
台
の
建
設
工
事
が
弁
天

島
で
始
ま
っ
た
の
は
大
正
九
年
二
九
二

0
)
九
月
で
あ
り
、
完
成
点
灯
は
同
十
年
十
一
月
一
日
で
あ
っ
た
。

大
間
崎
霧
信
号
所
も
大
間
崎
灯
台
の
点
灯
と
同
日
に
業
務
を
開
始
し
た
。
昭
和
七
年
(
-
九
三
―
-
）
十
二
月
十
五
日
に
は
大
間
崎

無
線
方
位
信
号
所
（
中
波
）
が
開
設
さ
れ
、
光
波
・
音
波
・
電
波
の
航
路
標
識
を
備
え
る
総
合
灯
台
と
な
っ
た
。

ひ
た
す
ら
弁
天
様
に
祈
る
だ
け
で
恐
ろ
し
い
海
難
か
ら
免
れ
る

一
升
び
ん
の
酒
を
片
手
に
ぎ
れ
い
に
飾
り
付
け
を
施
し
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平
成
元
年
二
九
八
九
）

た
と
い
う
。

写真 6-23 大間崎灯台

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、

昭
和
二
十
年
七
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
、
空

襲
の
目
標
に
さ
れ
た
灯
台
は
ア
メ
リ
カ
軍
艦
載
機
の
一
八
回
に
わ
た
る
反
復
攻

撃
を
受
け
て
大
破
。
さ
ら
に
二
十
七
年
三
月
四
日
の
十
勝
沖
地
震
に
よ
っ
て
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
翌
二
十
八
年
七
月
に
再
構
築
し
た
。
現
在
の
灯

台
は
二
代
目
で
あ
る
。

こ
の
間
、
八
人
の
職
貝
が
時
に
は
家
族
と
と
も
に
島
に
住
み
込
み
、
食
べ
物
、

そ
し
て
真
冬
の
極
寒
と
闘
い
な
が
ら
日
々
の
仕
事
に
打
ち

水
、
学
校
の
問
題
、

込
ん
で
き
た
。

昭
和
二
十
八
年
八
月
一
日
、
航
路
標
識
事
務
所
制
度
が
発
足
し
（
全
国
で
二

五
四
事
務
所
）
、
大
間
崎
航
路
標
識
事
務
所
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
二
十
九
年
ニ

月
一
日
、
船
舶
に
向
け
て
地
域
の
気
象
・
海
象
を
知
ら
せ
る
船
舶
気
象
通
報
業

務
の
運
用
を
開
始
。
三
十
九
年
四
月
一
日
に
は
大
間
崎
航
路
標
識
事
務
所
が
、

尻
屋
崎
航
路
標
識
事
務
所
・
陸
奥
川
内
航
路
標
識
事
務
所
と
と
も
に
、
む
つ
航

路
標
識
事
務
所
に
集
約
さ
れ
、
以
後
は
む
つ
航
路
標
識
事
務
所
の
四
人
の
職
員
が
一
週
間
交
代
で
灯
台
に
勤
務
す
る
滞
在
勤
務
方
式

に
移
行
し
た
。
こ
の
時
期
も
、
冬
の
洵
は
荒
れ
狂
い
、
予
定
通
り
に
渡
り
の
船
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
滞
在
が
伸
び
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
水
道
が
な
く
雨
水
を
利
用
し
て
い
た
た
め
、
水
不
足
も
深
刻
で
、
職
貝
た
ち
の
苦
労
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ

四
月
十
七
日
、
東
北
・
北
海
道
地
方
で
は
初
め
て
と
い
う
電
波
の
灯
台
が
完
成
、
運
用
を
開
始
し
た
。
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歴代大間崎灯台所長

氏 名 官職 着任年月日 離任年月日

1 大石梅吉 看守長 大正10.10.20 大正15.5.21 

2 長谷川喜太郎 看守長 大正14.7. 1 昭和 4.5.28 

3 清水 博 看守長 昭和 4.5.28 昭和 5.4.30 

4 粟野謙次郎 看守長 昭和 5.5. 9 昭和 5.7.29 

5 鴻森鉱助 看守長 昭和 5.7.26 昭和 7.3.23 

6 下村武吉 看守長 昭和 7.3 昭和 9.9.24 

7 田 ロ吉郎 看守長 昭和 9.10.16 昭和11.5. 8 

8 竹内義一 看守長 昭和11.5. 8 昭和13.5. 9 ， 根岸祥男 灯台長 昭和13.5. 9 昭和18.7. 1 

10 島田栄太郎 灯台長 昭和18.6. 9 昭和23.1. 

11 佐藤秀太 灯台長 昭和23.1. 昭和26.3. 

12 森 深 灯台長 昭和26.3.15 昭和30.7.16 

13 片島朝夫 所長 昭和30.7.16 昭和32.8.16 

14 佐々木直文 所長 昭和32.8.16 昭和37.4. 1 

15 浜田時蔵 所長 昭和37.4. 1 昭和39.4. 1 

見
回
り
管
理
（
無
人
化
）
に
移
行
し
た
。
大
間
崎
灯
台
の
機
器

は
尻
屋
崎
灯
台
で
集
中
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
む
つ
航
路

標
識
事
務
所
の
職
貝
が
月
に
一
回
定
期
点
検
の
た
め
島
へ
渡
る

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
は

こ
れ
ま
で
の
滞
在
管
理
か
ら

の
力
強
い
味
方
に
な
っ
た
。

候
で
も
威
力
を
発
揮
で
き
る
こ
の
電
波
灯
台
は
、
船
乗
り
た
ち

海
上
保
安
庁
が
前
年
か
ら
建
設
し
て
い
た
も
の
で
、
正
式
名
称

は
無
線
方
位
信
号
（
レ
ー
ダ
ー
ビ
ー
コ
ン
）
と
い
い
、
総
工
費

は
三

0
0
0
万
円
。
こ
の
装
置
は
、
灯
台
か
ら
半
径
一
六
・
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
ま
で
の
海
域
一
帯
を
カ
バ
ー
で
き
、
船
の
レ
ー

ダ
ー
か
ら
発
射
さ
れ
た
電
波
を
受
け
る
と
、
そ
れ
を
七
個
の
点

の
信
号
に
変
え
て
再
び
船
に
送
り
返
し
、
船
か
ら
見
た
大
間
崎

の
方
向
や
弁
天
島
の
位
置
・
距
離
が
画
面
上
で
わ
か
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

レ
ー
ダ
ー
を
積
ん
で
い
る
船
で
あ
れ
ば
、
ほ

か
に
何
の
装
置
も
必
要
と
せ
ず
、
正
確
で
簡
単
に
自
分
の
船
の

位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
波
が
届
く
範
囲
内
の
津
軽
海

峡
を
航
行
す
る
船
舶
数
は
一
日
約
―
二

0
隻
前
後
あ
り
、
悪
天

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
航
行
者
や
漁
業
関
係
者
な
ど
か
ら
要
望
が
多
く
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だ
け
で
、
普
段
は
無
人
と
な
り
、

七
0
年
に
わ
た
る
灯
台
守
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。

な
お
、
歴
代
灯
台
長
は
表
の
と
お
り
で
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日
以
降
、

む
つ
航
路
標
識
事
務
所
へ
統
合
さ
れ
た
。
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大
間
町
の
郵
便

国
営
で
あ
る
こ
と

料
金
即
納
の
証
拠
と
し
て
切
手
を
使
用
し
た
こ
と

郵
便
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
だ
れ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
手
紙
を
出
せ
る
こ
と

ま
え
じ
ま
ひ
そ
か

明
治
元
年
(
-
八
六
六
）
九
月
に
前
島
密
が
駅
逓
規
則
を
制
定
し
、
同
四
年
か
ら
郵
便
事
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、

初
年
に
一
七
九
局
だ
っ
た
も
の
が
翌
年
に
は
一
一
五
九
局
に
飛
躍
す
る
な
ど
、
明
治
政
府
の
第
一
の
成
功
が
こ
の

郵
便
事
業
制
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
が
従
来
の
飛
脚
便
と
異
な
る
点
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 
あ
て
所
配
達
を
行
う
こ
と

料
金
が
全
国
均
一
で
あ
る
こ
と

政
府
は
、
こ
の
近
代
的
郵
便
制
度
を
早
急
に
全
国
へ
普
及
さ
せ
る
た
め
、
廃
藩
罹
県
に
よ
っ
て
失
職
し
て
い
た
地
方
の
名
主
・
庄

屋
な
ど
に
注
目
し
、
彼
ら
を
郵
便
取
扱
人
と
し
て
任
命
。

ら
「
適
宜
ノ
手
当
ヲ
支
給
シ
其
者
ノ
居
宅
ヲ
以
テ
郵
便
仮
役
所
卜
致
シ
」
（
伺
い
文
）
、

通
常
郵
便
の

集

配

開

始
第

四

節

通

信

一
時
に
多
数
の
局
舎
を
建
築
す
る
こ
と
は
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
こ
と
か

つ
ま
り
局
務
運
用
費
と
し
て
一
定
額
の
資
金
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を
交
付
し
、

一
切
を
支
弁
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

明
治
五
年
七
月
一
日
、
通
常
郵
便
の
集
配
業
務
を
開
始
。
東
北
地
方
に
設
罹
さ
れ
た
一
―
七
か
所
の
う
ち
、
陸
奥
国
の
一
五
局
の

中
に
「
北
郡
・
大
間
」
が
選
ば
れ
て
い
る
。
記
録
す
べ
き
第
一
号
局
舎
は
下
北
郡
大
間
村
八
三
番
地
、
熊
谷
権
四
郎
宅
で
、
当
初
は

単
に
書
状
を
受
け
付
け
配
達
逓
送
す
る
だ
け
で
あ
り
、
部
屋
の
入
り
口
に
机
を
持
ち
出
し
て
事
務
を
執
る
と
い
う
安
直
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
郵
便
業
務
が
始
ま
っ
て
わ
ず
か
四
カ
月
後
、
大
間
の
郵
便
船
が
佐
井
港
近
く
で
起
こ
し
た
事
故
の
顛
末
が
、
古
文
書
に
残
っ

て
い
る
の
で
紹
介
し
て
み
よ
う
。
郵
便
物
の
配
送
に
携
わ
っ
て
い
た
当
時
の
人
た
ち
の
い
ち
ず
な
仕
事
ぶ
り
が
、
行
間
に
に
じ
ん
で

郵
便
御
用
状
積
難
船
始
末

御
用
状
入
り
一
荷
、
当
十
一
月
十
五
日
、
函
館
表
に
お
い
て
御
下
げ
渡
し
に
相
成
り
出
帆
仕
り
候
と
こ
ろ
、
風
順
よ
ろ
し
か

ら
ず
出
戻
り
、
同
十
七
日
夜
八
ツ
時
（
午
前
―
一
時
）
、
函
館
表
子
風
（
小
風
）
に
て
出
帆
仕
り
候
。
然
る
と
こ
ろ
直
ち
に
己
午

（
南
南
東
）

し
向
け
走
り
き
た
り
。

い
る
。

大
間
村
日
和
丸
沖
船
頭
中
村
石
松

一
枚
、
並
び
に
錠
―
つ
流
失
仕
り

以
上
。 誠
に
恐

に
吹
き
替
り
、
沖
合
に
漂
風
ま
か
り
あ
り
候
と
こ
ろ
、
な
お
ま
た
東
風
に
相
成
り
候
に
つ
き
、
元
船
佐
井
村
へ
差

翌
十
八
日
暁
六
ツ
時
（
午
前
六
時
）
、
同
村
川
ロ
へ
入
船
仕
り
候
え
ど
も
、
折
悪
し
く
大
風
浪
高
に
相

成
り
難
船
に
及
ぶ
。

と
り
あ
え
ず
御
用
状
御
大
切
と
相
心
得
候
に
つ
き
、
精
仕
（
大
事
に
）
取
扱
い
仕
り
候
え
ど
も
、
海
上
相

届
け
兼
ね
、
濡
れ
に
相
成
り
、
な
お
ま
た
棒
一
本
並
び
に
ま
た
桐
油
（
桐
油
紙
）

れ
人
り
存
じ
奉
り
候
。

恐
れ
な
が
ら
、
こ
の
段
よ
ろ
し
く
お
と
り
な
し
お
お
せ
ら
れ
の
上
、

壬
申
（
明
治
五
年
）
＋
一
月
十
八
日

下
さ
れ
置
き
た
く
一
同
願
い
上
げ
奉
り
候
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大
間
御
出
張
所

へ
、
遅
配
郵
便
物
の
処
置
に
つ
い
て
指
示
を
仰
い
で
い
る
記
録
が
あ
る
。

当
時
、
本
州
か
ら
北
海
道
へ
向
け
た
郵
便
物
は
、
す
べ
て
大
間
郵
便
役
所
か
ら
函
館
郵
便
役
所
を
通
し
て
送
ら
れ
て
い
た
。
北
海

や

ま

せ

道
と
本
州
の
渡
船
は
一
日
一
八
隻
程
度
往
来
し
て
い
た
が
、
大
間
か
ら
は
東
風
の
と
き
が
よ
く
、
函
館
か
ら
は
西
風
の
と
ぎ
が
順
調

に
航
行
で
き
た
。
こ
れ
が
十
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
は
東
風
の
日
が
め
っ
た
に
な
く
、
は
と
ん
ど
が
西
風
の
た
め
大
間
か
ら
の
渡
船

は
欠
航
と
な
っ
た
。

多
少
の
危
険
は
承
知
で
出
帆
し
て
も
い
い
と
い
う
船
が
あ
っ
て
も
、
乗
客
が
三

0
人
以
上
い
な
け
れ
ば
船
は
出
な
い
。
船
を
そ
っ

く
り
貸
し
切
り
で
傭
う
と
し
て
も
二
五
円
と
い
う
大
金
が
必
要
で
、
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
る
。
や
む
を
得
ず
郵
便
物
を
つ
い
で
の

船
に
預
け
て
田
名
部
へ
戻
し
、
さ
ら
に
大
湊
へ
回
し
て
開
拓
使
郵
船
に
依
頼
す
る
方
法
や
、
野
辺
地
か
ら
青
森
へ
回
し
て
そ
こ
か
ら

郵
船
で
北
海
道
へ
送
る
方
法
を
取
っ
た
。
そ
こ
で
、
野
辺
地
か
ら
大
湊
ま
で
の
開
拓
使
郵
船
を
大
間
ま
で
回
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

中
央
へ
要
望
し
た
の
で
あ
る
。

（略）

ニ
の
回
答
が
届
い
た
の
は
五
か
月
後
の
五
月
半
ば
で
あ
っ
た
。

欠
航
続
き
で

遅

配

滞

留

明
治
七
年
(
-
八
七
四
）

役
所
）

の

）
の
件
に
つ
い
て
は
一
切
御
県

J

と
に
―
一
百
里
も
離
れ
た
隔
絶
の
地
ゆ
え
、
当
方
の

同
船
主

佐
井
船
問
屋（

佐
井
村
・
太
田
正
三
所
有
）

『
青
森
県
史
』
に
は
、
大
間
郵
便
役
所
か
ら
中
央
の
機
関
（
逓
伯
省
の
前
身
で
あ
る

そ
れ
が
十
日
以
上
も
出
帆
で
ぎ
な
い
日
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
郵
便
や
小
荷
物
類
は
た
ま
る
一
方
と
な
る
。

現
在
の
蒸
汽
船
等
を
基
に
運
送
す
る
以
外
に
良
き
考
え
も
な
く
、

見
込
み
に
よ
っ
て
指
揮
し
て
も
机
上
と
実
際
で
は
相
違
あ
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

同
村
組
頭

新
田
角
太
郎

品
田
己
代
松

竹
内
松
三
郎
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大
間
郵
便
局

の

あ

ゆ

み

ヘ
ご
依
頼
申
し
た
く
（
略
）

要
す
る
に
県
に
そ
の
処
置
を
任
せ
る
と
い
う
返
答
で
あ
っ
た
。
郵
便
物
の
遅
配
・
滞
留
に
頭
を
痛
め
て
い
た
当
時
の
関
係
者
の
苦

悩
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
の
後
、

明
治
十
二
年
十
二
月
の

大
間
郵
便
取
扱
役

当
地
よ
り
田
名
部
へ
郵
便
往
復
一
か
月
―
二
回
の
と
こ
ろ
、
来
る
明
治
十
三
年
一
月
二
日
よ
り
一
五
回
に
改
め
る
も
の
な
り
。

即
ち
当
地
よ
り
半
の
日
、

明
治
二
十
年
ご
ろ
は
、

田
名
部
か
ら
は
丁
（
偶
数
）

語
で
な
く
公
文
書
に
使
用
さ
れ
て
い
た
あ
た
り
、
時
代
色
が
現
れ
て
い
て
面
白
い
。

田
名
部
よ
り
丁
の
日
通
信
す
る
こ
と
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

つ
ま
り
、
大
間
か
ら
は
半
（
奇
数
）

の
日
、

田
名
部
郵
便
局
（
明
治
十
九
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
「
郵
便
取
扱
所
」
を
「
郵
便
局
」
と
改
称
）

日
お
き
に
郵
便
物
を
差
し
立
て
て
い
た
が
、

治
二
十
四
年
に
順
送
の
形
を
取
っ
て
い
る
か
ら
、

明
治
五
年
(
-
八
七
二
）

田
名
部
郵
便
局
と
大
間
郵
便
局
と
の
中
間
に
あ
る
大
畑
郵
便
局
の
差
し
立
て
方
は
、

お
そ
ら
く
こ
れ
に
な
ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

が
ス
タ
ー
ト
し
て
五
年
を
経
過
し
、
当
初
と
比
べ
て
か
な
り
定
期
的
な
業
務
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

に
発
足
し
た
大
間
郵
便
取
扱
所
が
、
大
間
郵
便
局
と
改
称
し
た
の
が
同
十
九
年
五
月
二

十
九
日
。
そ
の
前
年
に
逓
信
省
が
生
ま
れ
て
お
り
、
初
代
の
逓
信
大
臣
は
榎
本
武
揚
で
あ
っ
た
。

以
降
、
大
間
郵
便
局
の
沿
革
を
追
っ
て
み
る
。

明
治
二
十
七
年
一
月
一
日

同
二
十
八
年
一
月
一
日

為
替
・
貯
金
事
務
取
扱
開
始

外
国
為
替
取
扱
開
始

『
青
森
県
史
』
に

い
ず
れ
に
し
て
も
、
郵
便
事
業

か
ら
一明

の
日
に
配
送
す
る
と
い
う
わ
け
だ
が
、
丁
半
が
博
打
用
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同
二
十
九
年
一
月
一
日

同
二
十
九
日
十
一
月
六
日

同
三
十
年
一
月
十
八
日

同
三
十
六
年
四
月
一
日

同
一
二
十
九
年
十
二
月

同
四
十
三
年
四
月
一
日

同
四
十
五
年
一
月
一
日

大
正
四
年
三
月
一
日

同
五
年
十
月
一
日

同
十
一
年
一
月
一
日

同
十
五
年
十
月
一
日

同
四
十
五
年
五
月
二
十
六
日 振

替
貯
金
取
扱
開
始

小
包
郵
便
取
扱
開
始

大
間
郵
便
電
信
局
と
改
称
し
、
電
信
内
外
和
欧
文
取
扱
開
始

大
間
郵
便
局
と
改
称

年
賀
郵
便
取
扱
開
始

年
金
恩
給
取
扱
開
始

府
県
税
取
扱
開
始

債
権
元
利
金
支
払
取
扱
開
始

国
庫
金
取
扱
開
始

簡
易
保
険
取
扱
開
始
（
簡
易
生
命
保
険
法
公
布
）

外
国
郵
便
取
扱
開
始

郵
便
年
金
取
扱
開
始

こ
の
こ
ろ
、
北
通
り
郵
便
の
輸
送
法
改
善
に
つ
い
て
『
下
北
新
報
』
は
大
略
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

大
正
十
五
年
ご
ろ
の
北
通
り
方
面
の
郵
便
物
の
往
復
は
す
こ
ぶ
る
遅
滞
が
ち
に
て
、
佐
井
差
し
出
し
の
通
常
郵
便
物
は
、
か

ろ
う
じ
て
四
日
目
に
田
名
部
に
配
達
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
雪
中
な
ど
は
五
日
や
六
日
を
要
す
る
こ
と
さ
え
珍
し
く
な
く
、
小

包
郵
便
物
の
ご
と
き
に
至
っ
て
は
遅
滞
の
度
さ
ら
に
一
層
は
な
は
だ
し
く
、
地
方
民
の
こ
う
む
る
不
便
は
少
な
く
な
か
っ
た
た

め
、
仙
台
逓
信
局
に
お
い
て
も
そ
の
改
善
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
い
よ
い
よ
来
る
（
大
正
十
五
年
）
五
月
一
日
か
ら
郵
便
局
請
負

の
途
中
輸
送
を
廃
し
て
、
田
名
部
ー
大
畑
ー
下
風
呂
間
、
下
風
呂
ー
大
間
間
の
輸
送
も
、
そ
の
地
方
の
責
任
あ
る
個
人
請
負
に
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初

代

熊

谷

権

四

郎

明

治

五

・

七

＇ /‘ 

平
成
五
年
十
二
月
六
日
局
舎
新
築
（
下
北
郡
大
間
町
字
大
町
五
ニ
ー

七

北
郡
大
間
町
字
大
間
五
二
） 一
部
国
営
局
舎
か
ら
国
営
局
舎
と
し
て
新
築
（
下

同
一
―
十
四
年
四
月
一

B

委
託
業
務
開
始

同
四
十
一
年
十
一
月

大
間
郵
便
局
歴
代
局
長

-
1
明
治
二
五
・

郵
政
省
と
電
気
通
信
省
が
分
離
し
、
電
信
電
話

同
十
―
一
年
八
月
十
六
日

同
十
一
年
一
月
一
―
十
六
日

日
満
為
替
取
扱
開
始

速
達
郵
便
取
扱
開
始

当
時
、
北
通
り
の
郵
便
物
の
輸
送
は
、
一
号
便
は
人
車
送
（
郵
便
用
人
事
）
、
二
号
便
は
人
夫
送
（
郵
便
集
配
人
）
と
な
っ
て
お

り
、
運
ぶ
量
に
も
限
度
が
あ
っ
て
、
多
量
の
小
包
が
出
さ
れ
た
場
合
は
と
う
て
い
一
日
で
は
運
送
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
改
善
策
と

し
て
個
人
請
負
を
採
用
し
た
理
由
は
、

昭
和
四
年
四
月
一
日

同
九
年
一
月
三
十
日

同
十
年
十
二
月
一
日

上
り
二
便
・
下
り
二
便
と
も
馬
車
で
滞
留
郵
便
物
を
運
送
す
る
こ
と
に
改
め
た
か
ら
で
あ
る
。

航
空
郵
便
取
扱
開
始

電
話
交
換
事
務
取
扱
開
始

年
賀
郵
便
切
手
発
売

同
六
年
＋
月
一
日
小
児
保
険
取
扱
開
始

改
め
た
。

写真 6-24 昭和20年代の大間郵便局
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奥
戸
郵
便
局
の
沿
革
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

氏
が
そ
の
後
見
人
と
な
っ
た
。

一
代

七

1
0
代

九

代

河
村
虎
順

大
畑
和
美

平

成

元

六
．
―
-
三
ー

七

＇ ノ‘

元

， 
ノ‘

八

代

松
尾
哲
雄

菊
池
専
次
郎

四
九

＇ ノ‘

七 ＇ /‘ 

代代

四
八

四
九

田
中
石
雄

七
島
豊
吉

四
三
・

二
•
1
0
1

ニ
・
一
九

i

三
・
ニ
四
ー
平
成

で
あ
る
奥
戸
郵
便
受
取
所
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ニ
・
一
八

; 口

内

田

信

義

三

．

―

-

四

ー

現

在

奥
戸
郵
便
局
明
治
三
十
五
年
(
-
九

0
-
―
)
に
奥
戸
郵
便
受
取
所
（
字
奥
戸
村
五
十
六
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
大
奥

の
あ
ゆ
み
村
役
場
が
奥
戸
に
存
置
さ
れ
て
い
た
が
、
大
間
地
区
が
人
ロ
・
戸
数
の
増
加
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
村
会
で
役
場

を
大
間
へ
移
転
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
こ
の
経
緯
を
経
て
、
公
共
的
な
施
設
と
し
て
現
在
の
奥
戸
郵
便
局
の
前
身

当
時
、
郵
便
受
取
所
を
開
設
す
る
に
は
一
定
以
上
の
資
産
を
持
た
な
け
れ
ば
そ
の
任
に
な
れ
な
か
っ
た
。
奥
戸
地
区
の
旧
家
で
あ
っ

た
興
村
茂
市
郎
が
初
代
の
受
取
人
（
所
長
）
と
な
っ
た
が
、
ま
だ
二
五
歳
と
若
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
興
村
茂
兵
衛
と
小
林
孫
八
の
両

六
．
―
-
七

i

四
八

九

五

代

木

村

功

1
0
•

八
・
八
ー

四

六
・
ニ
六

四

代

1
0
•

四
•
五

i

1
0
•

八
・
七

代

木

村

時

哉

昭

和

七
•
I

o
 
• 

-
i
 

1
0
•

四
•
四

代

木

村

璽

功

明
治
二
五
・

＇ ノ‘

八

ー

昭

和

七

九
•
三
一

写真 6-25 現在の大間郵便局
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第 6章 交通・通信

加
入
者
数
五
〇

0

0
を

超

す

三
代

大
間
町
の
電
話

大
間
町
に
初
め
て
電
話
が
開
通
し
た
の
は
昭
和
九
年
二
九
三
四
）
九
月
一

日
で
あ
っ
た
。
東
京
・
渋
谷
の
駅
前
広
場
に
「
忠
犬
ハ
チ
公
」
の
銅
像
が
建
っ

興

村

栄

蔵

昭

和

四

六
・
ニ
七
ー
現
在

二
代

興
村
茂
市
郎

興
村
忠
治
郎

昭

和

四

三
・
一
八
ー

四

六
・
ニ
六

初
代

明
治
三
五
・
一
―
•
一
六
ー
昭
和
四

平
成
八
年
十
二
月
十
六
日
新
局
舎
を
奥
戸
字
向
町
七
十
七
の
十
四
番
地
に
新
築
＂
洛
成
。

同
三
十
七
年
十
月
一
日

同
日
業
務
を
開
始

奥
戸
郵
便
局
歴
代
局
長

三
・
一
七

局
舎
を
奥
戸
村
五
十
一
番
地
に
新
築

同
一
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日

奥
戸
大
火
に
よ
り
局
舎
全
焼
（
一
切
の
書
類
焼
失

同
四
十
年
七
月
一
日

昭
和
十
三
年
九
月
一

B
奥
戸
郵
便
局
と
改
称
。
電
信
電
報
配
達
事
務
取
扱
開
始

電
話
事
務
取
扱
開
始

同
十
五
年
三
月
二
十
五
日

電
話
交
換
事
務
取
扱
開
始

明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
六
日

奥
戸
郵
便
受
取
所
設
誼

写真 6-27 現在の奥戸郵便局 写真 6-26 かつての奥戸郵便局

582 



第4節 通 信

写真 6-28 かつての電話交換風景

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
同
十
二
年
、

四
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。

同
四
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日

人
。
自
動
改
式
（
ダ
イ
ヤ
ル
式
）
。
加
入
数
一

0
七
九
。
佐
井
電
話
交
換
局
設
置

孤
立
防
止
無
線
設
置

同
四
十
九
年
＋
月
十
六
日

同
四
十
六
年
三
月

話
開
始

た
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
六
月
二
十
日
に
は
東
京
—
台
北
間
の
外
地
無
線
電
話
が
、
九
月
二
十
七
日
に
は
初
の
国
際
通
話

で
あ
る
東
京
ー
マ
ニ
ラ
間
の
無
線
電
話
が
開
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
い
か
に
僻
遠
の
地
と
は
い
い
な
が
ら
、
大
間
町
の

電
話
開
通
は
遅
い
も
の
で
あ
っ
た

と
は
い
っ
て
も
、
日
本
に
電
話
が
初
め
て
開
通
し
た
の
が
明
治
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
で
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
同
十
一
年
、

ス
イ
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
同
十
三
年
な
ど
か
ら
比
べ
て
も
、
相
当
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

な
お
、
東
北
で
最
初
の
電
話
交
換
を
開
始
し
た
局
は
、
仙
台
電
話
交
換
局
の
明
治
三
十
三
年
十
二
月
、
次
い
で
青
森
郵
便
局
が
同

三
十
八
年
十
月
で
あ
る
。
ま
た
、
青
森
ー
函
館
間
、
本
州
と
北
海
道
の
市
外
通
話
が
開
通
し
た
の
は
、
大
正
十
五
年
(
-
九
二
七
）

昭
和
九
年
九
月
一
日

以
下
、
大
間
町
に
お
け
る
電
話
業
務
の
歩
み
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
三
十
年
一
月
十
八
日
大
奥
村
大
字
大
間
五
二
に
大
間
郵
便
電
信
局
開
局

電
話
通
話
事
務
開
始
、
加
入
数
二
五

大
間
ー
佐
井
ー
大
畑
ー
川
内
ー
脇
野
沢
間
、
半
自
動
即
時
通

同
四
十
一
年
十
二
月
十
一
日

地
域
集
団
電
話
開
始
（
大
間
·
佐
井
•
仏
ケ
浦
）

大
間
町
下
手
道
六
ー
一
に
大
間
電
報
電
話
局
開
局
、
職
貝
一
三
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第6章 交通・通信

ビ
ス
の
促
進
を
図
る
」
と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
七
月
一
日

た
め
、

平
成
六
年
八
月
三
十
一
日
業
務
合
理
化
で
廃
止
と
な
る

近
年
、
多
様
化
す
る
杜
会
経
済
環
境
の
中
で
、
電
話
は
情
報
の
伝
達
や
処
理
に
大
ぎ
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
大
間
町
で
も
ダ

イ
ヤ
ル
式
電
話
を
契
機
に
急
速
に
普
及
し
て
ぎ
た
が
、
町
の
総
合
計
画
の
施
策
方
向
と
し
て
、
「
町
民
及
び
観
光
客
の
利
便
を
図
る

用
途
に
応
じ
た
公
衆
電
話
の
新
・
増
説
を
関
係
方
面
に
要
望
し
、
情
報
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
デ
ー
タ
通
信
な
ど
の
サ
ー

同
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
易
国
間
・
風
間
浦
（
下
風
呂
）
に
電
話
交
換
局
設
罹

同
五
十
二
年
十
二
月
十
五
日

同
五
十
三
年
七
月

地
域
集
団
電
話
廃
止

同
五
十
三
年
七
月
十
二
日

同
五
十
四
年
十
月
二
十
九
日

営
業
事
務
室
を
大
字
大
間
字
大
間
平
二
八
ー
五
九
に
移
転

加
入
者
数
二
三
四
三
、
一
世
帯
当
た
り
一
・
一
台

加
入
者
数
五

0
五
八
、
職
貝
六
人

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始
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